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PICK UP 

菊池市の家計簿~平成22年度決算~
市県民税・所得税申告のしおり

菊池市農業委員会委員一般選挙

2012菊池市成人式

TOPICS 
松本彰夫さんが文化財功労者表彰を受賞/出田の獅子舞を奉納

/桜山連合子ども会が優良子ども会表彰を受員/第二幼楽園の

園児が子牛とふれあい体験/戸崎小学校4年生が地域住民と
「くまモンJのぬいぐるみを制作/菊池高校生が快挙!難関の
ITパスポート試験に合格/菊池の特産物と応援メッセージで友

好の橋渡し/菊池北中学校生徒が手作りの紙芝居で表彰されま

した/きくちの灯り万華灯/第40回旭志元Eマラソン大会 ほか

県北初公開!

小惑星探査機「はやぶさI
帰還力プセル展示 inきくち

03 

04 

12 

171国民年金情報

健康だより
子どもの生活を見直そう!-睡眠~
献血にご協力をお願いします/モシモシ健康情報/歯ッピー
キッス、

情報つう
vお知5せ
公立保育所「第一幼楽園J • i第二幼楽園J • i砦保育園jを
民営化します/くまもとグリーン農業宣言制度が始まりまし

た!/介護予防ミ二講座/幼児健診日程・場所の変更/病害虫

のまん延防止にご協力ください/iきくちっ子読書プラン 菊
池市子どもの読書活動推進計画(案)Jへのパブ会リック・コメ
ントを実施します/公共事業入札の公表/東日本大震災により

被害を受けられた人へ/期間入札による公売を実施します/

「経済センサス一活動調査Jのご冒入はお済みですか?

シリース菊池遺産
人権問和教育シリーズ
菊池夢美術館情報/わいふ一番館だより

ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
はい!こちら菊池市消費生活センターです!

201文芸きくち
|図書だより
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-匝~;:É軍耳慣羽~J}KJI・

(対前月比)

人口:51，261人 (+ 32) 

男性:24，631人 (+ 12) 

女性:26，630人 (+ 20) 

世帯:18，083世帯(+18) 

V申請
在宅支援サービスをご存知ですか?/菊池市奨学資金貸付の申

請を受け付けます

v相談/募集/市民の広場
無料相談会を実施します(熊本県司法書士会)/納税相談夜間

窓口を開設します/ところの相談/肝炎患者サロンを開催しま

す/菊池の米粉グルメフェア出居者募集/祭孔大典出演参加者

募集!/平成24・25年度小規模工事等契約希望者を募集しま
す!/菊池市ミ二バレーボール登録大会/力ウンセリングRO

OM/姿斉ポデイバランス教室/力チ力チ在伸び、い~と!

vイベント/講演・講習ほか
菊池わいi3¥のひ芯まつり/休日在宅当番医/Happy Birthday 
/認知症サポータ一養成講座
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⑥池下章裕

の表紙

全世界で話題と怠った小惑

星探査機「はやぶさJ0 7 
年間で60億kmを旅し、昨

年6月に地球へ帰還しまし

た。その帰還カプセルがい

よいよ本市にやってきま

す!詳しくは3ページをご

覧ください。

今月
「
は
や
ぶ
さ
」
は
、
小
惑
星
探
査
を
目
的

に
日
本
で
開
発
さ
れ
た
探
査
機
で
す
。
平
成

日
年

5
月
に
宇
宙
へ
旅
立
ち
、
小
惑
星
「
イ

ト
カ
ワ
」
で
の
サ
ン
プ
ル
採
取
と
回
収
の
作

業
を
終
え
、
平
成
印
年

4
月
、
地
球
帰
還
に

向
け
て
軌
道
変
換
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の

後
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
を
乗
り
越
え
、

平
成
辺
年

6
月
に
地
球
の
大
気
圏
に
再
突
入

し
ま
し
た
。
「
は
や
ぶ
さ
」
本
体
は
流
れ
星

と
な
り
消
滅
し
つ
つ
も
、
カ
プ
セ
ル
は
地
上

に
送
り
届
け
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
宇
宙
の
謎
や

宇
宙
開
発
へ
の
理
解
を
深
め
る
良
い
機
会
で

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
見
て
、
感
じ
て
、

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
!

展
示
品
(
予
定
)

は
や
ぶ
さ
帰
還
カ
プ
セ
ル
の
実
物
(
イ
ン

ス
ツ
ル
メ
ン
ト
モ
ジ
ュ
ー
ル
、
搭
載
電
子
機

器
部
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
、
背
面
ヒ

l
ト
シ
ー

ル
ド
)
、
前
面
ヒ

l
ト
シ
ー
ル
ド
の
レ
プ
リ

カ
模
型
、
は
や
ぶ
さ
実
物
大
模
型
ほ
か

※
会
場
内
は
一
部
撮
影
禁
止
で
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

関
連
企
画

映
画
「

H
A
Y
A
B
U
S
A
B
A
C
K

T

O

T

H

E

E

A

R

T

H

-
帰
還
バ
ー

ジ
ョ
ン

i
」
を
上
映
し
ま
す
。
ま
た
土
日
限

定
で
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験
と
菊
池
市

観
光
物
産
展
を
同
時
開
催
し
ま
す
。
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験
は
、
先
着
叩
人
と
な
り

ま
す
の
で
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
宇

宙
服
試
着
体
験
や
東
海
大
学
に
よ
る
実
験
・

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
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菊
池
市
の
家
計
簿

平
成
お
年
ロ
月
定
例
議
会
に
お
い
て
認
定
さ

れ
ま
し
た
、
平
成
辺
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は

次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
辺
年
度
決
算
と
は
、
平
成
辺
年
4
月
1

日
か
ら
平
成
お
年

3
月
別
日
ま
で
の
歳
入
歳
出

の
実
績
の
こ
と
で
す
。

平

成

辺

年

度

の

一

般

会

計

の

決

算

規

模
は
、
歳
入

2
6
9
億

3
、

5
7
6
万
円

(
対
前
年
度
比

7
.
5
%
増

)

、

歳

出

2
6
2
億
4
、
9
0
4
万
9
千
円
(
対
前
年
度

比

9
.
6
%
増
)
で
、
歳
入
歳
出
の
差
額
は

6
億

8
、
6
7
1
万
l
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

分担金hlぴ負担金
3億9.986万2千円
1.5% 

市税
49億2.886万9千円
18.2% 

地方謹与税・交付金等
10億2.769万2千円
3.8% 

公債費
28億 1.361万1千円
10.7% 

消防費
7億 1.186万5干円
2.7% 

農林水産業費
21億9.047万3千円
8.3% 

教育費
35億9.863万3千円
13.7% 

-25障面目在日・
市税
市民税や固定資産税など、皆さんに納めていただいたお金

分担金および負担金
保育所の保育料などとして入ってきたお金

使用料および手数料
公営住宅の家賃などとして入ってきたお金

財産収入・寄附金・諸収入
市が持っている土地や建物の貸し付けなどで、入ってきたお金

繰入金
基金などから繰り入れたお金

繰越金
前年度から繰り越したお金

市債
市が固などから借りたお金

県支出金
市の特定事業に対して、県から交付されたお金

国庫支出金
市の特定事業に対して、固から交付されたお金

地方交付税
国税(所得税・法人税・酒税など)の一部から、
市の財政状況に応じて交付されたお金

地方譲与税・交付金など
国税の一部を一定の基準で市に譲与されたお金

自主財源
市税や負担金などで、市が自主的に収入しているもの

依存財源

地方交付税や国・県支出金および市債などで、
市が自主的に収入を確保で、きないもの

平
成
辺
年
度
は
、
普
通
交
付
税
、
臨
時
財
政

対
策
債
な
ど
の
増
額
お
よ
び
経
済
危
機
対
策
交

付
金
に
係
る
事
業
の
増
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
と

も
前
年
度
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自

主
財
源
で
あ
る
市
税
の
収
入
は
、
景
気
低
迷
の

影
響
に
よ
り
対
前
年
比
1
.
7
%
マ
イ
ナ
ス
と

市債および基金の現在高(一般会計)
l円平臨悶坪悶…金虹叶(←一胎悶計……たりに鱒すると…2円(輔平鴨成一凱悶…口回一5
貴目ごとの内訳

※基金は、財政調整基金、減債基金および特定目的基金の合計

※平成23年3月末人口:51.395人で算出

32，223円

ごみ収集運搬
各種検診・予防接種など

衛生費148.944円民生費95，225円総務費4.140円

議会中継システムなど

議会費

平成22年度各特別会計別決算状況

グ |広報きくち 12012Febr町 14

依
然
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
う
ち
、
普
通
建
設
事
業
の
主
な
も
の

と
し
て
、
苗
畑
事
業
所
跡
地
利
用
事
業
、
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
、
中
学
校
太
陽
光
発
電
設

置
事
業
、
隈
府
小
学
校
屋
外
プ

l
ル
改
修
事
業

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

会計名 歳入 歳出

国民健康保険事業特別会計 64億 7.112万4千円 64億3.969万9千円

老人保健医療事業特別会計 1.754万7千円 1.754万7千円

後期高齢者医療事業特別会計 4億 8，442万9千円 4億8.367万5千円

介護保険事業特別会計 46億 3.643万3干円 45億3.613万4千円

簡易水道事業特別会計 3億4.985万円 3億3.633万1千円

公共下水道事業特別会計 9億 7.669万2干円 9億7.579万4千円

特定環境保全公共下水道事業特別会計 5億 5.263万1千円 5億 5.126万8千円

地域生活排水処理事業特別会計 1億 1.396万4千円 1億 1.396万4千円

農業集落排水事業特別会計 4億 6.561万4千円 4億6.561万4千円

特別養護老人ホーム特別会計 6億 2.333万7千円 6億2.261万6千円

13，851円

消防団』費 - I~ .... 

防災・災害対策経費など

消防費42，969円土木費5，362円商工費農林水産業費 42，620円

口蹄疫緊急対策事業
音物産館経費
地籍調査事業など

|平成2潮に納められたお金(一般会計・聞を市民1人あたり鳴すると ~~I1)，~円(平抑制帆白川~];j人で算出) I
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/r
期
間
内
の

、
申
告
を
忘
れ
ず
に

調
整
が
で
き
て
い
な
い

・
給
与
所
得
の
他
に
、
家
賃
や
小

作
料
、
農
業
所
得
、
雑
所
得
な

ど
の
所
得
が
あ
っ
た

・
医
療
費
控
除
、
寄
附
金
控
除
な

ど
を
受
け
る

・
本
市
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
な
い
(
提
出
の
有

無
は
勤
務
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ

.
2
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払

い
を
受
け
た

-
営
業
、
農
業
、
保
険
外
交
員
そ

の
他
事
業
不
動
産
、
配
当
な
ど

の
所
得
が
あ
っ
た
人

-
大
工
、
左
官
な
ど
の
賃
金
、
内

職
の
手
間
賃
な
ど
の
所
得
が

あ
っ
た
人

市
県
民
税
(
住
民
税
)
の
申
告

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
申
告
は
市

県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
算

出
基
礎
に
な
る
も
の
で
、
申
告
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
、
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
措
置
の
適
用
が
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
各
種
税
証
明

書
な
ど
の
発
行
が
で
き
な
か
っ
た

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
例
年
ど
お
り
市
内
全
域
に
地
区

割
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
期
間
の

後
半
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
申

告
を
済
ま
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

※
譲
渡
所
得
(
土
地
・
建
物
・
株

式
)
な
ど
の
あ
る
人
、
住
宅
借

/r所
得
の
な
か
っ
た
人
も

入
金
な
ど
特
別
控
除
を
受
け
る

V
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い

人
、
肉
用
午
売
却
所
得
の
免
税

を
受
け
る
人
は
、
税
務
署
で
確

定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
に
認

定
さ
れ
た
佑
歳
以
上
の
人
は
、
基

準
に
応
じ
て
障
害
者
控
除
ま
た
は

特
別
障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
申
告
の
際
に
は
、
「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」
が
必
要
に

/

F

市
県
民
税
の

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
生
き
が

V
申
告
受
付
会
場

い
推
進
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
民

生
課
か
ら
認
定
書
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

農
業
収
入
の
あ
る
人
販
売
伝
票

や
必
要
経
費
の
領
収
書
を
整
理
し
、

収
支
内
訳
書
へ
記
入
し
て
申
告
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
収
支
内
訳
書

の
作
成
が
な
い
場
合
は
、
そ
の
場

で
白
書
に
よ
る
作
成
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
受
付

順
が
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
前
回
、
農
業
収
入
の
申
告
を
市

役
所
で
行
っ
て
い
る
人
に
は

l

/r
市
県
民
税
申
告
を

、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

平
成

M
年

1
月

1
日
現
在
本
市

に
住
ん
で
い
た
人
で
、
前
年
中
に

次
の
所
得
が
あ
っ
た
人
は
申
告
が

必
要
で
す
。

av給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る

人
・
中
途
退
職
な
ど
に
よ
り
、
年
末

ゾ

要
介
護
者
の
障
害
者
控
除

2馴舶の限|
2月~J日(~

-国民健康保険税第8期
※口座振替を利用している人は、

2月27日(月)に振替を行いま
すので、残高の確認をお願いし

ます。

前
年
中
に
病
気
や
失
業
な
ど
で

所
得
の
無
か
っ
た
人
、
遺
族
年
金

や
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
て

他
に
所
得
が
な
い
人
も
申
告
が
必

要
で
す
。

月
中
旬
に
収
支
内
訳
書
を
郵
送

し
て
い
ま
す
。
税
務
署
か
ら
確

定
申
告
書
の
送
付
が
あ
る
人
は
、

同
封
さ
れ
て
い
る
収
支
内
訳
書

を
使
用
し
て
税
務
署
で
申
告
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ど
の
会
場
で
も
申
告
で
き
ま
す
。

都
合
の
良
い
会
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

受
付
会
場

税
務
課

(
4
番
窓
口
)

七
城
総
合
支
所

l
階
税
務
係

旭
志
総
合
支
所

I
階
税
務
係

澗
水
総
合
支
所

2
階
大
会
議
室

受
付
時
間

午
前
の
部

午
後
の
部

午
前

8
時
刊
分

1
午
前
日
時

午
後
l
時

i
午
後
4
時

l 申告期間 | 

/

里
ロ
を

、
し
な
く
て
も
よ
い
人

-
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

が
本
市
に
提
出
さ
れ
、
他
に
所

得
の
な
い
人

-
税
務
署
に
確
定
申
告
を
す
る
人

税
務
署
か
ら
封
書
が
送
ら
れ
て

い
る
人
は
税
務
署
で
確
定
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

-
昭
和
辺
年

1
月

1
日
以
前
に
生

ま
れ
た
伍
歳
以
上
で
、
収
入
が

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
の

み
。
支
給
額
が

1
4
8
万
円
以

下
の
人
。
た
だ
し
、
営
業
・

農
業
・
不
動
産
(
小
作
料
含

む
)
・
そ
の
他
の
所
得
が
あ
る

人
は
除
き
ま
す
。

ゾ

事
業
所
得
を
里
ロ
す
る
人

申
告
時
に
は
必
ず
「
収
支
内
訳

書
」
を
記
入
し
て
申
告
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
作
成
し
て
い
な
い
人

は
、
作
成
終
了
後
に
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。
農
業
収
入
の
あ
る
人

は
、
農
業
収
支
内
訳
書
を
市
役
所

ま
た
は
税
務
署
か
ら
送
付
し
て
い

る
農
業
収
支
内
訳
書
に
記
入
し
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

所
得
額
か
ら
差
し
引
く
(
控
除

す
る
)
も
の
が
あ
れ
ば
、
必
ず
証

明
書
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

/

確
定
里
白
書
作
成
コ
ー
ナ
ー

、
を
提
供
し
て
い
ま
す

国
税
庁
ホ

l
ム
ペ
1
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
確
定
申
告
の
作
成
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
画
面
案
内
に
従
い
金
額
な
ど

を
入
力
す
る
こ
と
で
、
確
定
申
告
書

な
ど
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
電
子
申
告
用
デ

l
タ
を
作

成
す
る
と
、
電
子
申
告

(
eー

T
a
x
)
に
よ
り
申
告
な
ど
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

e
ー

T
a
x
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
を
ご
覧
く
だ

え』い。
e
l
T
a
x
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

}
回
耳
目
日
¥
¥
巧
巧
巧
・
o
i
g
u門・ロ
E
・∞
0
・〕司

/r確
定
申
告
は

、
正
し
く
お
早
め
に

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金

額
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税

す
る
申
告
納
税
制
度
を
採
っ
て
い
ま

す
。
所
得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計
算

し
、
申
告
と
納
税
は
、
期
限
内
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
書
の
提
出

は
、
郵
送
な
ど
で
も
結
構
で
す
。
早
め

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
期
限
が
間
近
に
な
る
と
、
会

場
が
混
雑
し
、
長
時
間
か
か
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

au 

.
印
か
ん
(
認
印
)

w

av収
入
(
所
得
)
を
証
明
で
き
る
加

資

料

山

nM 

・
源
泉
徴
収
票
(
公
的
年
金
含

2

む

)

、

支

払

い

証

明

書

句

・
農
業
所
得
や
事
業
所
得
、
不
動
指

産
所
得
の
あ
る
人
は
、
収
支
内
閣

訳
書
(
記
入
済
み
)
、
帳
簿
類
、

グ

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

(
明
細
書
な
ど
)

.
各
種
領
収
書
(
収
支
内
訳
書
に

記
入
さ
れ
て
い
る
人
は
不
要
)

ま
た
は
証
明
書

-
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
(
個
人

ご
と
に
仕
分
け
し
、
そ
れ
を
病

院
ご
と
に
仕
分
け
し
て
計
算
し

て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
)
、
生

命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、
社

会
保
険
料
(
国
民
健
康
保
険
税

や
国
民
年
金
な
ど
)
、
障
害
者

手
帳
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
な
ど

-
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
を
希
望

す
る
人
は
、
通
帳
と
通
帳
届
出

印
か
ん

8
0
9
6
8
(お
)
2
1
2
1

菊
池
税
務
署

ゾ

期
限
内
納
付
と
振
替
期
日

平
成
お
年
分
確
定
申
告
の
納
付
期
限

・
申
告
所
得
税

3
月
日
日
(
木
)

.
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

4
月
2
日
(
月
)

金
融
機
関
か
ら
の
自
動
振
替
の

振
替
目

・
申
告
所
得
税

4
月
初
日
(
金
)

・
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

4
月
お
日
(
水
)

な
お
、
納
付
期
限
に
遅
れ
た
場
合

ま
た
は
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
延

滞
税
が
か
か
り
ま
す
。

/r
消
費
税
と
地
方
消
費
税
も

、
期
限
内
に
納
税
を
!

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル

l
ル

で
す
。
特
に
、
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
は
、
消
費
者
か
ら
の
「
預
り

金
的
な
性
格
」
を
持
つ
税
金
で
す
か

ら
、
期
限
内
に
確
実
に
納
付
し
て
く

グ

だ
さ
い
。

q
 

納
税
資
金
の
準
備
に
あ
た
っ
て
は
、
同

毎
日
ま
た
は
毎
月
の
売
上
げ
の
中
か
計

ら
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
に
却

相
当
す
る
分
を
積
み
立
て
る
な
ど
、
何

日
頃
か
ら
納
税
資
金
の
準
備
に
努
め
聴

ま

し

ょ

う

。

広

マ
'



選挙管理委員会事務局
ft0968 (25) 7201 

聞い合わせ先

(目)書、圃と

菊
池
市
農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す

菊
池
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期

満
了
(
平
成
M
年
3
月
幻
日
)
に
伴

う
選
挙
が
、
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま

す。※
立
候
補
届
出
状
況
に
よ
っ
て
は
、

無
投
票
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

と

き

2
月
7
日
(
火
)

午
後
l
時
却
分
1

と
こ
ろ
菊
池
市
役
所
庁
舎
3
階
大

会
議
室

投
票
日

2
月
初
日
(
日
)

午
前
7
時
i
午
後
6
時

告
示
日

2
月
円
日
(
日
)

・
立
候
補
受
付
時
間

午
前
8
時
却
分
i
午
後
5
時

.
立
候
補
受
付
場
所

菊
池
市
役
所
庁
舎
3
階
大
会
議
室

期
目
前
投
票
・
不
在
者
投
票

2
月
初
日
(
月
)
1
2
月
お
日
(
土
)

午
前
8
時
却
分
1
午
後
8
時

・
第
l
選
挙
区
(
合
併
前
の
菊
池
市

の
区
域
)
菊
池
市
役
所
庁
舎
l

階
小
会
議
室

・
第
2
選
挙
区
(
合
併
前
の
七
城
町

の
区
域
)
七
城
総
合
支
所
1
階

図
書
監
査
室

・
第
3
選
挙
区
(
合
併
前
の
旭
志
村

の
区
域
)
旭
志
総
合
支
所
1
階

ロ
ビ
l

・
第
4
選
挙
区
(
合
併
前
の
澗
水
町

の
区
域
)
澗
水
総
合
支
所
1
階

投票区| 投票所 区 名

上町・中町・下町・切明・迎町・中央通・横町・立町・正院町・栄町
菊池市役所庁舎 西正観寺・東正観寺・北原・立石・高野瀬・E3.築地・片角・袈裟尾

玉祥寺・遊蛇口・大琳寺・北宮・稗方・堀切

2 河原小学校体育館 神鶴・菊池松島・日向・柿木平・中原・藤田・下木庭・上木庭

3 水源支館
菊池佐野・鍋倉・原細永・日生野・伊牟田・滝黒仁田・木佐木・下組
塚原・長六・岩平

4 水迫里山の家 戸城・永山・伊野・杉生・木護・相・鉾の甲・生昧・古川・立門

5 龍門小学校体育館 寺小野・染土・長野・龍門1・雪野・小木・鳳来・穴川・中山

6 迫間支館 西迫間・七坪・市野瀬・中野瀬・太田・東迫間・戸豊水・大柿・菊池平野
茂藤里・篠倉・伊倉・道園・金峰

7 西部市民センター 深川・上長田・野間口・東原・神来・上西寺・中西寺・辻・下西寺
南古閑・北古閑

8 花房小学校体育館
村田・下長田・大塚・上出田・下出田・植古閑・広瀬・木柑子
花房台

9 戸崎支館 今・甲森北・乙森北・上古閑・上赤星・下赤星

第1選挙区(合併前の菊池市の区域)

第2選挙区(合併前の七城町の区域)

au 

票
又
は
不
在
者
投
票
の
宣
誓
書
」
引

を
各
期
日
前
投
票
所
に
準
備
し
て
い
刷

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同

期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在
者
投
票
を
却

行

っ

て

く

だ

さ

い

。

ち

/
¥
 

き報広グ

ロ
ビ
ー

投
票
で
き
る
人

平
成
お
年
3
月
引
日
確
定
の
菊
池

市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
。
た
だ
し
、
公

選
法
第
日
条
に
規
定
す
る
欠
格
条
項

に
該
当
す
る
人
は
登
録
さ
れ
て
い
て

も
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
所
入
場
券
(
無
投
票
の
場
合
は

郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
)

投
票
所
の
入
場
券
は
、
告
示
日
以

降
に
各
有
権
者
に
郵
送
し
ま
す
。
投

票
に
行
く
際
に
、
持
参
し
て
く
だ
さ

期
目
前
投
票
・
不
在
者
投
票

投
票
当
日
に
仕
事
や
行
事
、
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
で
直
接
投
票
所
に
行
け

な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

対
象
者

@
期
日
前
投
票

菊
池
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、
登
録
さ

れ
て
い
る
選
挙
区
の
期
日
前
投
票
所

で
投
票
す
る
人

A
V
不
在
者
投
票

・
他
の
市
町
村
で
投
票
す
る
人

・
病
院
・
老
人
ホ

1
ム
な
ど
で
投
票

す
る
人

郵
便
投
票

・
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人

.
要
介
護
者
で
要
介
護
状
態
区
分
が

「
要
介
護
5
」
の
状
態
の
人

な
お
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在

者
投
票
を
す
る
人
は
、
「
期
日
前
投

第3選挙区(合併前の旭志村の区域)

選
挙
権
の
一
定
要
件

「
菊
池
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般

選
挙
」
の
選
挙
権
に
は
、
次
の
一
定

要
件
が
あ
り
ま
す
。

住
所
要
件

菊
池
市
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に

住
所
を
有
す
る
人
で
あ
る
こ
と
。

年
齢
要
件

選
挙
人
名
簿
の
確
定
期
日
(
平
成

お
年
3
月
引
日
)
に
、
年
齢
が
満
別

歳
以
上
で
あ
る
こ
と
(
平
成
3
年
4

月
1
日
生
ま
れ
ま
で
の
人
)
。

一
定
の
耕
作
を
営
む
要
件

次
の
①
i
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
で
あ
る
こ
と
。

①
叩
ア

l
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
、

耕
作
の
業
務
を
営
む
人

②
①
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配

偶
者
で
あ
っ
て
、
年
間
お
お
む
ね

ω日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る

と
農
業
委
員
会
が
認
め
た
人

③
叩
ア

l
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
、

耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法

人
の
組
合
員
、
社
員
ま
た
は
株
主

で
あ
っ
て
、
年
間
お
お
む
ね

ω日

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
と
農

業
委
員
会
が
認
め
た
人

第4選挙区(合併前の酒水町の区域)

. 投票所 | 区 名 I 

j四水総合支所

村吉・富.5四水田中・富出分・竹の下・富の原中央・富の原台・富の原東
富の原北・富の原-・富の原西・朝日団地・久米二・久米一・高江出分
高江・上高江・薬師・福本二・福本一・田吹・三万田・福本団地
北原団地・堂迫団地・東原団地・迫田団地・ j四水社・老人ホーム
ミライアル第1寮・菊池園・菊農高寮

飛熊・上住吉・南住吉・北住吉・富納・永・桜山一・桜山二・桜山三
桜山四・桜山五・桜山六・桜山七・桜山八・桜山九・永南・永出分
南山手.5四水苑

j四水東小学校体育館2 

田島一・田島二・猪の目・岡 .i四水平野・井戸方・ j四水佐野・糠泉
辰頭東団地・辰頭西団地・田島団地・サ二一サイド

j四水西小学校体育館

91広報きくち 12012 Febru町|グ
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未来へはばたく菊池の新成人たち

翁池市成人式
菊池市成人式は1月8目、

菊池市文化会館大ホールで開催され、

644人(男333人、女311人)が新成人となり、

大人への一歩を踏み出しました。

2012 
2 3 

さかもとゆ曹こ

坂本祐希子さん

ながたひろたか

永田大貴さん

成
人
式
実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

h
p
日
、
成
人
式
と
い
う
日
を
迎

メ
一
え
、
無
事
に
新
た
な
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
て
た
こ
と
を
、
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
自
分
が
ミ
ス
を
し

て
も
親
や
先
生
に
カ
バ
ー
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
日

か
ら
は
何
事
も
自
分
で
責
任
を
取
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

は
、
大
人
と
し

て
責
任
あ
る
行

動
と
、
社
会
の

た
め
に
貢
献
し
、

感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
る
こ
と

な
く
一
生
懸
命

生
き
て
い
き
た

い
で
す
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
な
私
た
ち
で

す
が
、
人
生
の

先
輩
方
の
ご
支

援
の
中
、
魅
力

的
な
大
人
に
な

る
こ
と
を
こ
こ

に
誓
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
共
に
こ
の
日
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
ま
た

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
式
典
が
開

催
で
き
た
こ
と
を
、
実
行
委
員
一
同

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
新
成
人
の
中
に
は
、
学
生

や
社
会
に
出
て
働
い
て
い
る
人
が
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
勉
強
や
仕
事
と
日
々

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
生
き

て
い
く
社
会
は
と
て
も
厳
し
く
、
多

く
の
苦
難
に
ぶ
つ
か
る
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
が
、
何
事
も
簡
単
に
諦
め
ず
、

志
高
く
、
自
信
と
責
任
を
持
ち
、
苦

難
に
立
ち
向
か
い
、
強
く
生
き
て
い

け
る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

今
日
の
式
典
が
、
そ
の
た
め
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
今
日
ま

で
初
年
間
、
大
事
に
育
て
て
く
だ
さ

っ
た
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
じ

い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
に
、
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
る
大
切
な
日
に
も
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

二十歳の誓い
新成人の代表3人が、
二十歳の誓いを述べました。

PAIJ_修盈

たしろい〈み

田代育美さん

↓
‘
込
日
は
、
成
人
を
迎
え
た
私
た

一
メ
ち
の
門
出
に
対
し
、
こ
の
よ

う
な
盛
大
な
成
人
式
を
催
し
て
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
学
・
中
学
を
卒
業
し
、
皆
そ
れ

ぞ
れ
の
道
を
歩
み
始
め
、
数
年
が
た

ち
ま
す
。
こ
う
し
て
古
く
か
ら
の
友

人
と
集
ま
る
と
懐
か
し
く
、
初
年
間

と
い
う
歳
月
の
速
さ
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
初
年
聞
を
振
り
返
る
と
、
私

は
本
当
に
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
共
に
多
く
の
時
間
を
過

ご
し
た
友
人
た
ち
、
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
方
、
そ
し
て
、
今
ま
で
大
切

に
育
て
て
く
れ
た
両
親
・
家
族
、
私

を
温
か
く
見
守
っ
て
い
て
く
れ
た
多

く
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
胸

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
気
持
ち
を

い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
、
成
人
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
自
分
の
夢
を
叶
え
、

社
会
に
貢
献
す
べ
く
、
精
一
杯
努
力

を
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ご
来
賓
や
今
も
変
わ
り
な
く
応
援

し
て
く
だ
さ
る
恩
師
の
先
生
方
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
私
の
誓
い
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

4 

1.2_晴れやかな表情を見せる新成人たち/3_友人との久

しぶりの再会に笑顔がこぼれる/4_菊池市成人式実行委
員会の皆さん/5_福村市長に東日本大震災復興義援金を

渡す白首脳さん。この日会場では同義援金の募金活動も

行われた/6一新成人中学校時代の思師の皆さん。当時の

教え子たちにエールを贈った/7_菊池市文化会館には本

市の将来を担う新成人たちが集まった

hlu~人
式
を
迎
え
る
こ
と
は
で
き

Eμ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
未
熟

な
自
分
の
あ
り
方
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
改
め
て
、
ど
れ
だ
け
多

く
の
人
た
ち
に
支
え
続
け
ら
れ
て
き

た
か
と
い
う
事
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
時
の
流
れ
に
よ
っ
て
失
っ
て
い

く
も
の
は
あ
る
も
の
の
、
家
族
の
大

切
さ
や
友
人
の
存
在
の
大
き
さ
を
再

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
成
人
式
の
よ
う
に
、
人
生
の
節
目

に
立
つ
と
き
こ
そ
が
、
今
ま
で
の
自

分
を
振
り
返
る
最
適
な
瞬
間
で
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
隣
の
人
を
見

て
く
だ
さ
い
。
広
い
世
界
の
中
の
日

本
で
、
こ
の
菊
池
市
に
生
ま
れ
育
ち
、

今
日
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
式
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
せ
ん
か
。
本
当
の
運
命
だ

と
感
じ
ま
す
。

こ
の
菊
池
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ

と
を
誇
り
に
思
い
、
目
標
を
持
ち
、

社
会
を
担
う
立
派
な
大
人
に
な
れ
る

よ
う
、
日
々
精
進
し
て
い
く
こ
と
を

こ
こ
に
誓
い
ま
す
。

一

号

[一二
一

一
守
十
一JJ-

一

e
嶋
一

一-

一
岳
部
-

一

ふ
j
胃

¥
1凶

一

1f-
-F
1
占

5 

ゃなちひろゆき

梁池啓行さん
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園 松本彰美川
文化財功労者表彰を受賞

園 桜山連合子ど制
優良子ども会表彰を受賞 圏 印日を奉納

出田若宮神社の祭日に、市指定無形民俗文化財の

一つである出田の獅子舞が、地元保存会と住民の皆

さんにより奉納されました。

座元の家から若宮神社に向かつて出発し、神社の

境内を3周して、無事に奉納を終えました。
獅子舞の列には、花房小学校で獅子舞を学んでい

る子どもたちが大人に交じり、日頃の練習の成果を

披露していました。

菊池市女性団体会員が
人権学習会を実施

第49回熊本県子ども会大会は、八千代座(山鹿
市)で行われ、 j四7Jくの桜山連合子ども会が優良子ど
も会として表彰されました。

この大会は、県下の子ども会が一堂に会し、郷土

芸能の発表に併せ子ども会相互の親睦と交流を深

め、表現豊かな子どもたちの育成を目的に開催され

ています。

芸能発表にはj四水地区の永朔太鼓の子どもたちが

出演。力強い演奏を披露し、大会を盛り上げました。

保
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菊池市女性団体委員と更正保護女性の会合同によ

る人権学習会が、合志市の恵楓園で実施され、恵楓

園自治会会員の講話とボランティアガイドによる施

設の案内がありました。参加者からは、「権利を奪

われ、それを獲得するために学び続け闘い続けてき

た講師のかたに力づけられましたJ、「日頃から勉強
が大切ですし、人権意識を持ち続けることの大切さ

を痛感しましたjとの声が聞かれ、たくさんの 「気

づき」と人権意識を磨く良い学習会となりました。

講和を聞く参加者の皆さん 大勢の参加者に見守られ、 獅子舞が奉納されました永朔太鼓の演奏 受賞した松本さん

園 間満開奉納

赤星菅原神社の祭日に、市指定無形民俗文化財の

一つである赤星天満宮神楽が、地元保存会により奉

納されました。大人の神楽奉納に先立ち、子ども神

楽も奉納され、子どもたちは練習の成果を住民の前

で披露しました。

また、住民の皆さんよりおにぎりや団子汁も振る

舞われ、多くの参加者でにぎわいました。

宝くじ助成事業で
区用備晶を整備第二幼楽園の園児が子牛とふれあい体験

第二幼楽園の園児たちが、子牛とのふれあいを楽

しみました。このふれあい体験は、子どもたちが子

牛とふれあうことで優しい心を持ち、牛乳を好きに

なってもらえたらと昨年から始めたものです。

このふれあい体験を実施している熊本酪農業協同

組合菊池支所青年同志会の這泊三面会長は、「子

牛とのふれあいを通して、優しい心を育んで、欲しい。

これからも牛乳を飲んで¥強い骨をつくってもらえ

たらJと思いを語りました。

コミュ二ティの健全な発展を図ることを目的とし

たコミュ二ティ助成事業により、竹の下区に公民館

備品(冷蔵庫、コンペツク、調理台、ガスコンロ台、

コタツ、掲示板、椅子、折りたたみ椅子、くず入れ、

傘立て、ホワイトボーにフラック、ポール、テレビ、

BDレコーダー、テレビ台、掃除機)が整備されま
した。このコミュニティ助成事業は、社会貢献広報

事業費を財源として財団法人自治総合センターが助

成決定を行うもので、、今後、竹の下区のますますの

活性化が期待されます。

赤星子ども神楽①子牛に牛乳を与える園児たち/①熊本酪農業協同組合菊池支所青年同志会の皆さん/③迫会長/@牛乳をたくさん飲んでお芯か
いっぱいになった子牛

竹の下区に整備された備面
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菊池北中学校生徒が
手作りの紙芝居で表彰されました

熊本県公立学校善行児童生徒表彰を受賞した菊池

北中学校の生徒4人が、福村市長を表敬訪問しまし

た。生徒たちは、菊池の昔話を基に自分たちで紙芝

居を制作。 4年間にわたり福祉施設や保育園などで

発表してきた活動が認められ、今回の表彰となりま

した。訪問した生徒たちは、「これからも紙芝居を

続けていきたいJと意気込みを語りました。本市か
らはこのほか、同校2年生5人(負傷者救助)、北

住吉地区子ども会(清掃活動)も表彰されています。

受賞し主君津jp中生年JB最小 …… 一よレのり

左から原田宗畠さん、坂本奨馬さん、中原和也さん、今村与志則さん

思いよ届け!
「人権の花j運動風船飛ばし

「人権の花 j運動風船飛ばしは、 j四水小学校(

山隈尚文ネ交長)で行われました。これは、くまもと県

北人権啓発活動地域ネットワーク協議会が毎年行っ

ているものです。子どもたちが互いに協力しながら

花を育てることで、命の大切さや思いやりの心を育

み、人権問題に対する理解を深めることを目的とし

ています。コスモスやヒマワリなどから採取した種

とともに、メッセ-ジを託した紙風船を大空高く一

斉に飛ばすと、大きな歓声が湧き上がりました。

‘ -圃・a 、I~ .咽4.， 
0 '・.. • .除 、-

• 
可h

~ . ‘ ‘ 4・ ，、.. ・-咽也
国‘l

• 

j目水小学校のグラウンドで風船を飛ばしました

151広報きくち 12012 February 1 ~ 

菊池の特産物と応援メッセージで
友好の橋渡し

NPO法人 r21世紀環境研究会jの堀江清次郎

理事が、市内の学校、施設や団体に呼びかけ、菊池

の特産物(米、もち米、メロン、椎茸、みかんなど)、

また、応援メッセージや本市の備蓄晶(毛布60枚)
を、福村市長の親書と共に岩手県遠野市ヘ届けまし

た。岡市への物資による支援は4月に続き2回目。
物資を載せたトラックは翌日の 19目、岡市に無事

到着しました。東日本大震災復興支援をとおして、

岡市との友好関係がますます深まりました。

・・~ .. 一 組曲..UJ' 

岩手県遠野市へ送られた支援物資

旭志中学校生徒が
一人暮らしの人ヘ花を配付

旭志中学校の生徒が、地元の70歳以上で一人暮

らしの高齢者86人に花を届けました。

配布した花は、平成23年 10月から育てた桜草。

自治公民館長の指導の下、花を手渡しました。

花を受け取った一人暮らしの高齢者は、「ありが

とうございます。きれいな花が咲くよう大切に育て

ますjと喜んでいました。

一人暮らしの高齢者に花を手渡す旭志中学校生徒

戸崎小学校4年生が地域住民と
Iくまモンlのぬいぐるみを制作

戸崎小学校4年生 18人が、地域住民で組織する
さくら会(城正枝代表)の皆さんと一緒に、熊本

県のマスコット「くまモンJのぬいぐるみを制作し
ました。これは、地域の人とのふれあいと体験をと

おして知恵を学び、尊敬と親しみを持とうと学校が

実施したものです。児童たちは、さくら会の皆さん

から作り方を手取り足取り習いながら制作。一番に

完成させた嶋田流星くんは、「難しかったけど、完

成できてうれしいJと笑顔を見せました。

①児童はさくら会の皆さんに作り方を習いました②完成した

「くまモンJ③ぬいぐるみを手に笑顔を見せる東みさきさん

菊池高校生が快挙!
難関のITパスポート試験に合格

菊池高校3年生の量百将さんと。鑑賞スさん

の2人が、情報処理の基礎知識を問うr1 Tパスポー
ト試験Jに合格しました。この試験は、全国の高校
生合格率が17%と難関。同校は、平成21年度か

らITパスポート講座を開設し、受講生が試験に挑

戦していました。合格した2人は、「ほかの資格検

定にも挑戦して自分に合うものを見つけたいJ(畠
山さん)、「もっと上の国家試』験を狙っていきたしリ

(龍さん)と目を輝かせていました。

せつ ふみお

試験に割回読した菊池高校生の皆さんと、指導した醇史雄先生佐)
畠山さん(前列左)と龍さん(前列右)が試験に合格

EE 人権週間街頭啓発活動
山鹿人権擁護委員協議会菊池部会(岩崎義郎会長)

の委員 14人が、市内のスーパーマーケットで買い
物客に人権啓発のグ、ツズ、を配布しました。

平成23年 12月4日から同月 10日までの人権

週間に併せた取り組みで、委員は「身の回りにある

人権を大切にし、因ったことがあったら何で、も人権

擁護委員に相談してください」と呼びかけました。

人権啓発グッズを配布する人権擁護委員と、それを受け取る市
民の皆さん

きむらまきこ

木村牧子さんがJICAボラン
ティアでスリランカヘ派遣

菊池国際交流協会会員の示涌転手さんが、シニア

海外ボランティアとしてスリラン力ヘ派遣されるこ

とに伴い、福村市長を表敬訪問しました。木村さん

は、本市でスリラン力の音楽コンサ-卜や現地でボ

ランティア活動をするなど、長年にわたり交流を続

けています。今回は 1月5日から 2年間、現地で

幼児教育に携わります。木村さんは、「これまでの

保育土としての経験を生かし、少しでも力になれれ

ばjと抱負を語りました。

J I CAポランティアでスリラン力へ派遣される木村さん
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まんげとう

きくちの灯り万華灯

• 
- þ~;~) 
• 
「きくちの灯り万華灯Jは、菊池公園多目的グラ
ウンドで開催されました。 10回目となった今回の

テーマは「あなたとJ。東日本大震災からの復興を
願い、人との鮮とつながりを大切にしようという思

いが込められました。会場には朝からたくさんの参

加者が準備に訪れ、約3万本のろうそくが並べら
れました。午後5時に点火式が行われると、ろう

そくのほのかな明かりが巨大な地上絵を幻想的に描

き出し、訪れた大勢の観客を魅了しました。

一一
口
座
振
替
で
の

一一
前
納
の
申
し
込
み
は
、
お
早
め
に

一
合

一

一
総

一

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
預
貯
金
口

4
・
座
を
お
持
ち
の
(
ゅ
う
ち
ょ
銀
行
を
含

一
剖

一
む
)
金
融
機
関
の
窓
口
、
ま
た
は
年
金
事

，，F
-

-
U
一
務
所
(
郵
送
も
可
)
で
受
け
付
け
て
い
ま

-
位

一
す。

-

0
0

・

-
au

-

-

nMM

.
 

一
間

一
口
座
振
替
の
締
切
日

-h
・

口
座
振
替
で
の
平
成

M
年
度
分

l
年
前

一
金

一
納

(
4
月

1
9
月
分
の

6
カ
月
前
納
も
含

一
洋

一
む
)
の
締
切
日
は
、

2
月
末
日
で
す
0

・・・AF
E

一
耐

一
※
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
し
て
い
る
人

一
課

一

は
、
再
度
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ

一
耐

一

ん。

i

・
※
前
納
の
口
座
振
替
日
は

5
月

1
日

一
町

一

(
火
)
で
す
。

一
わ

一
※
残
高
不
足
で
口
座
か
ら
の
引
き
落
と

‘a司
4

・

-
川

一

し
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
割
引
が

一
同

一

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

(
毎
月
の
口
座
振
替
に
切
り
替
わ
り
ま

h
司
岨

す
)
。
特
に
、
初
め
て
口
座
振
替
で

1

4
ι
E

年
度
分
の
前
納
を
申
し
込
ん
だ
人
は
、

h
司
副

l
年
前
納
の
保
険
料
額
に
加
え
て
、

3

4
B
月
分
の
保
険
料

(
1
5
、
0
2
0
円
)

・
2
国

が
同
時
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
残
高

台

不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

合合
口
座
振
替
の
申
込
手
続
き

口
座
振
替
の
申
し
込
み
に
は
、
基
礎
年

金
番
号
の
記
入
が
必
要
で
す
。
年
金
手
帳

や
納
付
書
で
基
礎
年
金
番
号
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
金
融
機
関
届
出
印
の
押

印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
込
用
紙
は
金

融
機
関
、
年
金
事
務
所
の
窓
口
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

※
金
融
機
関
届
出
印
の
相
違
や
、
口
座
氏

名
な
ど
の
相
違
に
よ
り
登
録
が
遅
れ
た

場
合
は
、

l
年
前
納
に
間
に
合
わ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
込
用
紙
に
記
入

の
際
は
、
届
出
印
と
口
座
氏
名
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

①今年のデザインは大きな 1本の木/②点灯式には福村市長と菊池市商工会の詮議ご説会長のほか、「くまモンJと鞠智城のキャラ
クタ-rとろう君jも参加/③④⑤大勢の参加者がろうそくに火をともしました

第40回旭志元旦マラソン大会EE 

寒さに負けず、みんな笑顔でゴールしました

7キロコース
優勝:田中正章 (22分58秒)
2位:三木正昭 (23分06秒)
3位:大村岩四郎 (23分 14秒)

女子の部:渡遺由美 (28分58秒)
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毎年恒例の旭志元旦マラソン大会は、旭志総合支

所をメイン会場に開催され、子どもから大人まで

110人が参加しました。当日は朝からあいにくの

曇り空でしたが、参加した皆さんは、一年の健康と

繁栄を祈願し、寒さに負けず元気に完走しました。

上位の結果は次のとおりです。(敬称略)

3キロコース
優勝:浦元康希(12分 08秒)

みずかみたがと

2位:水上貴人(12分38秒)
3位:坂本享平(12分 53秒)

あずさ

女子の部:三池梓 (13分06秒)

勢い良く走り出9参加者の皆さん

社
会
保
険
料
(
国
民
年
金
保
険
料
)

控
除
証
明
書

国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額

が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
保

険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す

る
場
合
は
、
毎
年

l
月
l
日
か
ら
ロ
月
引

日
ま
で
の
聞
に
納
付
(
納
付
見
込
み
を
含

む
)
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
な
ど
が
必
要
で
す
。
こ

の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
な
ど
が
発
行
す

る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、

1
年
間
に
納

付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す

る
「
社
会
保
険
料
(
国
民
年
金
保
険
料
)

控
除
証
明
書
」
(
は
が
き
)
が
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
毎
年
日
月
上
旬
と

2
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

円
月
上
旬
に
送
付
す
る
場
合

証
明
内
容
は
、
昨
年
1
月
か
ら
叩
月
1

日
ま
で
の
聞
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保

険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る

場
合
の
納
付
見
込
み
額
で
す
。

2
月
上
旬
に
送
付
す
る
場
合

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た

な
ど
、
昨
年
叩
月

2
日
か
ら
ロ
月
引
日
ま

で
の
聞
に
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
人

に
つ
い
て
は
、

2
月
上
旬
に
同
様
の
証
明

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

電
話
で
再
交
付
の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す

電
話
す
る
際
は
、
手
元
に
基
礎
年
金
番

号
が
分
か
る
も
の
を
用
意
し
て
、
本
人
が

直
接
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

直
接
熊
本
西
年
金
事
務
所
へ
取
り
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
が
行
く
場
合
は
、
印
か
ん
(
認
印

で
可
)
と
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
の
身

分
証
明
に
な
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
代
理
者
が
行
く
場
合
は
、
委
任
状
な
ど

が
必
要
で
す
。
必
要
な
書
類
を
電
話
で

確
認
し
て
か
ら
行
く
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
人
が

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
な
く
し
た
場

畠ロ

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

宮

0
5
7
0
(
0
7
0
)
1
1
7

熊
本
西
年
金
事
務
所

宮

0
9
6
(
3
5
5
)
3
2
6
1

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
受
給
者
が
源
泉
徴

収
票
を
な
く
し
た
場
合

年
金
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

宮

0
5
7
0
(
0
7
1
)
1
6
5

熊
本
西
年
金
事
務
所

宮

0
9
6
(
3
5
3
)
0
1
4
2
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I夜9時までに眠り、朝7時までに起きるJとい
う規則的な生活が、 JL¥も体も元気な子を育てる基本

となります。睡眠時聞が短い場合は、生活環境や昼

間の過ごし万(例えば、テレビを見る時聞が長く夜

更かししていないか)を見直して、生活リズムを整

えましょう。

平成22年度3歳児健診アンケー卜の結果

平成 22年度 3歳児健診を受診した 429人のう

ち、アンケートに回答のあった人について、「朝起

きる時間Ji夜寝る時間Jiテレビを見る時間jをみ
ると、午前8時以降起きる子どもは 8%、午後 10

時以降寝るまたは寝る時聞が不規則な子どもは 20

%います。さらにテレビを 1時間以上見る 3歳児

は50%もいるようです。

Ea画通誼謹圏直l'

ロ見ていない・30分以内
口 1時間未満

口 3時間未満・3時間以上

-E霊童霊童.ー霊童冨亘司・

赤
ち
ゃ
ん

8
幼
児
の
睡
眠

生
ま
れ
て
か
ら

1
カ
月
未
満
の
赤

ち
ゃ
ん
は
、
短
い
時
間
で
の
覚
醒

(
目
が
覚
め
て
い
る
状
態
)
と
睡
眠

の
繰
り
返
し
が
み
ら
れ
ま
す
。

1
カ

月
を
過
ぎ
る
と
、
起
き
て
い
る
時
間

帯
と
眠
っ
て
い
る
時
間
帯
に
分
か
れ

ま
す
。

2
カ
月
目
に
な
る
と
、
起
き

て
い
る
時
間
と
寝
て
い
る
時
間
の
量

が
一
致
す
る
よ
う
に
な
り
、
昼
間
に

眠
っ
て
い
る
時
聞
が
少
な
く
な
っ
て

き
ま
す
。

4
カ
月
に
な
る
と
、
赤

ち
ゃ
ん
は
昼
間
と
夜
を
区
別
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
昼
間
の
睡
眠
に
規
則
性

が
現
れ
、

6
1
7
カ
月
ご
ろ
は
午
前

l
回
、
午
後

1
回、

1
歳
半
ご
ろ
ま

で
に
は
午
後

1
回
の
み
と
な
り
ま
す
。

そ
の
後
も
昼
間
の
睡
眠
時
聞
が
減
少

し
て

4
1
5
歳
ま
で
に
昼
間
睡
眠
が

な
く
な
り
、
昼
間
は
起
き
、
夜
は
寝

る
と
い
う
リ
ズ
ム
が
完
成
し
ま
す
。

こ
の
リ
ズ
ム
の
完
成
は
、
同
時
に

ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
リ
ズ
ム
の
発
達
を

伴
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
脳
や
体
の

の
で
、
家
族
が
多
い
場
合
は
子
ど
も

の
昼
夜
の
リ
ズ
ム
を
乱
さ
な
い
配
慮

も
必
要
で
す
。

l
歳
以
降
は
、
ハ
イ
ハ
イ
や
歩
行

が
昼
間
の
活
動
と
な
り
ま
す
が
、
こ

の
刺
激
が
脳
の
発
達
に
重
要
な
役
割

を
持
ち
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
昼
間
に

充
分
な
活
動
を
さ
せ
、
は
っ
き
り
と

目
を
覚
ま
せ
て
い
る
状
態
を
作
っ
て

あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

2
歳
以

降
は
、
同
年
代
の
遊
び
友
達
や
親
以

外
の
大
人
と
の
関
わ
り
が
昼
間
の
活

動
意
欲
を
高
め
、
さ
ら
に
覚
醒
状
態

を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
を
つ
く
っ
て
あ

げ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
良

い
睡
眠
を
と
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

で
す
。
昼
間
は
っ
き
り
と
目
を
覚
ま

す
こ
と
は
、
子
ど
も
の
脳
の
発
達
に

と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
「
朝
に
起
き
、
日
中
に
活
動
、

夜
は
眠
る
」
と
い
う
生
活
リ
ズ
ム
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
!

成
長
や
回
復
に
必
要
な
成
長
ホ
ル
モ

ン
(
※

I
)
は
、
眠
り
に
つ
い
て
か

ら

4
1
5
時
間
分
泌
さ
れ
る
の
で
す

が
、
午
後

9
時
か
ら
午
前

0
時
の
間

は
、
他
の
時
間
の

2
倍
も
分
泌
さ
れ

ま
す
。
で
す
か
ら
、
夜

8
時
ご
ろ
に

寝
れ
ば
、
熟
睡
し
た
こ
ろ
か
ら
成
長

ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
一
番
活
発
な
時

間
と
な
り
、
脳
や
体
の
新
陳
代
謝
が

よ
く
な
り
、
回
復
や
成
長
に
大
き
く

関
係
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

他
に
も
メ
ラ
ト
ニ
ン
(
※

2
)
と

い
う
ホ
ル
モ
ン
は
、
情
緒
安
定
や
性

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
成
熟
に
影
響
が

あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
眠
り
に

入
っ
て
か
ら

4
1
5
時
間
後
に
分
泌

さ
れ
は
じ
め
、
明
け
方
ま
で
分
泌
さ

れ
ま
す
。
こ
の
メ
ラ
ト
ニ
ン
は
、
目

に
光
が
入
る
と
分
泌
さ
れ
に
く
い
た

め
、
カ
ー
テ
ン
の
隙
聞
か
ら
光
が
差

し
込
ん
だ
り
、
豆
電
球
が
つ
い
て
い

た
り
、
機
械
器
具
の
ラ
ン
プ
が
つ
い

て
い
た
り
し
な
い
よ
う
、
真
っ
暗
な

部
屋
で
静
か
に
睡
眠
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

そ
の
他
に
も
、
明
け
方
ご
ろ
に
分

泌
さ
れ
る
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
(
※

3
)

の
働
き
に
よ
っ
て
、
「
快
適

な
目
覚
め
」
が
で
き
る
の
で
す
が
、

副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
は
、
メ
ラ
ト
ニ

ン
と
違
っ
て
体
に
光
を
浴
び
る
と
分

泌
さ
れ
ま
す
の
で
、
朝
の
光
を
浴
び

さ
せ
て
朝
を
認
識
さ
せ
て
あ
げ
ま

'
レ
よ
ヲ
つ
。
骨
を
伸
ば
し
、
筋
肉
を
増

※ -
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

と

き

2
月
日
日
(
月
)

午
前

9
時
却
分
i
午
前
日
時
却
分

午
後

0
時
却
分
1
午
後
4
時

と
こ
ろ
澗
水
総
合
支
所

内

容

4
0
0
凶
献
血

そ
の
他
現
在
、

4
0
0
凶
献
血
の
需

要
が
と
て
も
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、

4
0
0
凶
の
献
血
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
ま
た
服
薬
に
関
す
る

基
準
が
若
干
変
更
に
な
っ
た
こ
と
で
、

薬
を
飲
ん
で
い
る
人
で
も
献
血
を
お

願
い
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会

場
で
医
師
が
総
合
判
断
し
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
身

分
証
明
証
に
よ
る
本
人
確
認
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
献
血
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
人
は
一
緒
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

木:口腔乾燥症(ドライマウス)について

土/日:冬場の乾燥肌

月:アレルギ一性鼻炎

火:乳幼児のRSウイルス感染症

水:脂肪肝つてなーに

金:口の乾きで困ってませんか

や
し
、
傷
ん
だ
組
織
を
修
復
す
る

ホ
ル
モ
ン
。

※
2

い
ろ
ん
な
ス
ト
レ
ス
に
立

ち
向
か
う
ホ
ル
モ
ン
。

※
3

老
化
防
止
、
抗
が
ん
の
作

用
や
性
的
な
成
熟
の
抑
制
作
用
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ホ
ル
モ
ン

で
、
夜
暗
く
す
る
こ
と
で
出
て
き

ま
す
。
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昼
間
の
活
動
と
睡
眠

昼
夜
の
明
暗
の
区
別
に
合
っ
た
睡

眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
を
発
達
さ
せ
る
た

め
に
は
、
昼
間
は
っ
き
り
目
を
覚
ま

せ
る
た
め
の
環
境
が
必
要
と
な
り
、

月
齢
や
年
齢
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

生
後

4
カ
月
ま
で
は
、
昼
間
に
重
点

を
置
い
た
育
児
と
日
の
光
で
充
分
で

す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
離
乳
食
が
始

ま
る
頃
か
ら
は
、
昼
間
の
食
餌
|
晴

乳
が
生
活
の
リ
ズ
ム
を
つ
け
ま
す
の

で
、
夜
間
の
晴
乳
は
な
る
べ
く
避
け

た
方
が
良
い
と
い
え
ま
す
。
ま
た

8

1
mカ
月
を
過
ぎ
る
と
、
親
以
外

の
他
の
大
人
へ
の
関
心
も
出
て
く
る

歯
切
凶

EV串
吻
家

3
歳
児
健
診
時
『
む
し
歯
砲
し
』
の
子

ロ

月

以

山

田

・

幻

巳

)

の
歯
科
検
診
の
結
果

h
明

ur~Lー

で
、
む
し
歯
が
な

剛
一則

同
一
〓

か
っ
た
子
ど
も
を
紹

4

，A杭U，イ

介
し
ま
す
。
(
敬
称
略
)

ま心「こえ 内2安や椎し岩い泉子石い鎌か山三村宮古主中な栃主徳と瀬せ古こ本ほ坂3福き岩お
し掛定とるこ村君田2葉L田:田舎国主田i東5上2庄i水:原2田A戸;闘が多2本hLri崎3
よけ期」これ 夏か 流平 山手
う 、健「とか心5拓?祐~{:票り憧f実Z菜1未?遥2涼1 康2裕T明3統f諒1雅5愛売樹:
。む診歯」ら愛五哉る貴き来な哉る 摘五来己 子2輝5汰五真占志L子己子2規言華ふ葵五
しをを「も..-...................-.......-......--.....-......-.....--.....-.........-........-......-......-......-...-....-....-....-....-..
歯受強歯「⑮⑮⑮⑮⑮⑮⑮@@@@@@@⑧@@@⑧

ゼけくみ甘富富福桜糠澗永間清瀬西間林麗高迎乙片袈
ロるすがい出の本山泉水)所水戸饗所原饗野町森角裟
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シ・

ス目
菊E
池目

遣E
産目
@目

振合.
輿わ.
課せ・
先.

岬
竜
町
自

水
次
集
落
の
東
端
に
小
高
い
丘
が

あ
り
、
丘
上
に
神
尾
城
跡
の
碑
が

建
っ
て
い
ま
す
。
城
跡
と
言
わ
れ
る

と
こ
ろ
は
丘
陵
末
端
部
の
古
墳
で
す

が
、
比
較
的
早
い
時
期
に
壊
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
、
現
在
は
阿
蘇
三
社

宮
の
敷
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
社
宮
は
、

1
4
1
7
年
に
菊
池

兼
朝
が
阿
蘇
三
之
宮
を
勧
請
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
境
内
の
一
画
に

円
墳
が
あ
り
、
赤
色
顔
料
を
塗
っ
た

安
山
岩
板
石
が
見
え
ま
す
。
こ
の
城

は
、
山
城
形
式
の
も
の
で
、
別
名
を

水
次
城
と
も
言
い
、
水
次
氏
代
々
の

居
城
と
も
村
上
外
記
の
城
跡
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

水
次
の
集
落
に
は
土
塁
を
伴
っ
た

通
路
が
残
っ
て
い
て
、
地
形
的
に
も

単
に
古
墳
の
城
跡
の
類
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
東
側
か
ら
北
側
に

か
け
て
幅

m
m前
後
の
空
堀
り
状
の

地
形
が
見
ら
れ
、
周
辺
に
は
五
輪
塔

の
残
欠
が
集
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
城
は
、
う
て
な
城
の
後
方
に
あ
り
、

一
つ
に
は
う
て
な
城
の
援
護
、
一
つ

に
は
第
一
線
防
御
に
対
す
る
予
備
と

し
て
の
任
務
を
持
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

神
尾
城
辺
の
主
な
戦
い
と
し
て

は、

1
5
0
1
年
の
菊
池
氏
第
お
代

能
運
が
大
叔
父
で
あ
る
宇
土
弾
正
為

光
と
戦
っ
た
玉
祥
寺
原
の
激
戦
。
ま

た、

1
5
8
7
年
の
隈
部
氏
と
佐
々

成
政
と
の
戦
い
、
第
げ
代
武
朝
の

1
3
8
1
年
の
菊
池
本
城
陥
落
の
時

の
戦
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

第9回菊池わいふのひなまつり
期間 2月11日(土)-3月25日(日)
。期間中の主な催し

2月11日(士)
午前10時オープニング

菊池女子高校生による野点のふるまい

3月3日(土)
午前11時菊池のむかしぱなし紙芝居

菊池女子高校生による野点のふるまい

樹医今村先生 「桜の木のおはなしJ

用るしびな展示会

期間 2月14日(火)-3月11日(日)
用るしびな愛好会高山和子

用るし飾りは、女の子の健やかな成長と幸せを願うもの

です。ひとつひとつの作品にその願いを込めて作っていま

す。

認定番号第特別H22-5号
推薦者上水次区

城山公園の文学碑めぐり

参加費 200円(ぜんざい付き)
3月25日(日)
午後1時 街並散策

参加費 500円(記念品付き)

開館時間午前9時~午後5時30分

※期間中の休館日はありません

午後l時

3月4日(日)
午前10時

第3固まちかど資料館企画展

菊池市内の墓碑・史跡碑の拓本展

期間 3月25日(日)まで
古くからある菊池市の貴重な

石碑を拓本にして展示していま

す。書は体を表し精神を映すと聞

きます。歴史ある碑文に込められ

た万感の想いを感じ取ってくだ

さい。

※休館日:月曜日(祝日の場合は翌日)

迫
水

学
校
6 
松ミ年
原F
光与
南Z
さ
ん

ふ
る
さ
と
と
人
権

皆
さ
ん
は
、
東
日
本
大
震
災
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
こ
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
福
島
県
の
原
子
力
発

電
所
。
放
射
能
が
出
て
、
周
辺
に
は

住
め
な
く
な
り
、
他
県
に
引
っ
越
し

た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

あ
る
小
学
生
が
福
島
県
か
ら
他
県

に
引
っ
越
し
て
き
て
、
近
所
の
子
と

遊
ぼ
う
と
し
た
ら
、

「
放
射
能
う
つ
る
。
」

と
言
わ
れ
、
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た

と
い
う
、
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
子
に
は
放
射
能
は
な
い
の
に
、

場
所
の
イ
メ
ー
ジ
で
決
め
つ
け
る
の

は
、
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

発
言
は
、
ふ
る
さ
と
で
あ
る
福
島
県

を
バ
カ
に
し
た
も
同
然
だ
と
僕
は
考

え
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ

た
子
は
、
離
れ
た
く
て
離
れ
た
の
で

は
な
い
の
で
す
。
離
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
か
ら
引
っ
越
し
た
の
で

す
。
そ
の
気
持
ち
を
考
え
れ
ば
、
そ

の
発
言
は
出
な
い
と
思
い
ま
す
。

も
し
、
僕
が
引
っ
越
し
て
、
こ
の

ふ
る
さ
と
迫
水
を
同
じ
よ
う
に
言
わ

れ
た
ら
、
と
考
え
る
と
、
胸
が
苦
し

く
な
り
ま
す
。

。
「
木
の
あ
る
暮
ら
し
」
を
体
験

建
材
や
家
具
以
外
で
、
木
に
ふ
れ

る
機
会
が
昔
に
比
べ
る
と
随
分
減
っ

て
い
ま
す
。
生
活
の
中
で
上
手
に

木
材
を
生
か
し
て
い
た
昔
な
が
ら
の

「
木
の
あ
る
暮
ら
し
」
を
体
験
し
ま

せ
ん
か
?

間
伐
材
を
有
効
利
用
し
た
薪
割
り

体
験
。
そ
の
薪
を
使
っ
て
石
窯
で
ピ

ザ
を
焼
い
た
り
、
羽
釜
で
ご
飯
を
炊

い
た
り
、
蔵
に
あ
る
薪
ス
ト
ー
ブ
に

火
を
灯
す
。
昔
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い
竹
:
・
竹
箸
、
竹
と
ん
ぼ
、
竹

馬
、
竹
龍
な
ど
の
竹
細
工
体
験
。
ま

た
、
大
人
も
子
ど
も
も
木
登
り
を
安

全
に
楽
し
め
る
ツ
リ

l
イ
ン
グ
体
験
。

木
と
ふ
れ
あ
い
・
木
を
使
い
・
木

を
知
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
木
の

あ
る
暮
ら
し
を
感
じ
、
子
ど
も
た
ち

が
環
境
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

飯一ア」で釜羽

「
僕
に
放
射
能
は
な
い
の
に
、
何
で

と
思
い
ま
す
。
心
に
一
生
の
傷
を
負

う
で
し
ょ
う
。

「
ふ
る
さ
と
に
も
ど
り
た
い
。
」

と
悲
し
み
が
深
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

部
落
差
別
も
同
じ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
地
域
全
体

を
理
由
も
な
く
差
別
し
、
そ
こ
を
ふ

る
さ
と
と
す
る
人
た
ち
に
、
言
わ
れ

も
な
い
悲
し
み
ゃ
痛
み
を
与
え
て
し

ま
う
か
ら
で
す
。

皆
さ
ん
も
そ
の
子
の
気
持
ち
を
考

え
て
み
て
下
さ
い
。
ふ
る
さ
と
は
宝

物
で
す
。
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な
み
だ

迫
水

学
校
6 
管五年

な

づ

な

菜
津
奈
さ
ん

ど
う
し
て

悲
し
い
の

苦
し
い
の

そ
れ
と
も

泣
い
て
い
る
の

う
れ
し
い
の

平
均
キ
」
B

1
l
 

「
泣
か
な
い
で
」

な
ん
て
言
わ
な
い
よ

泣
き
た
い
時
は

い
つ
だ
っ
て

泣
い
て
い
い
よ

だ
っ
て
ね

泣
い
た
ら
泣
い
た
数
だ
け

強
く
な
る
も
ん

酒水西小学校2年
はらだゅうせいくん まつおかたくみくん

(共同制作)

「
は
い
!
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
!
」
⑦

問
い
合
わ
せ
先
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
宮

0
9
6
8
(お
V
9
4
5
0

平
日
午
前
川
時
1
正
午
、
午
後
1
時
1
午
後
4
時
商
工
観
光
課
入
り
口

今
回
は
相
談
が
多
い
「
健
康
食
が
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
マ

品
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。
ル
チ
商
法
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

人
々
の
健
康
に
対
す
る
関
心
の
高
健
康
被
害
だ
け
で
な
く
経
済
的
被
害

ま
り
か
ら
、
健
康
に
関
連
す
る
食
の
も
多
い
の
で
す
。
特
に
錠
剤
・
カ
プ

情
報
が
あ
ふ
れ
で
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
セ
ル
状
の
健
康
食
品
は
医
薬
品
と
紛

の
番
組
で
、
あ
る
食
品
が
「

O
O
に

ら

わ

し

く

、

し

か

も

特

定

成

分

が

濃

効
果
が
あ
る
」
と
放
送
さ
れ
る
と
、
縮
さ
れ
て
お
り
、
有
害
物
質
も
濃
縮

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
そ
の
食
品
の
売
り
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

上

げ

が

急

増

す

る

そ

う

で

す

。

病

人

・

高

齢

者

・

子

ど

も

・

妊

婦

食
品
に
は
、
特
定
保
健
用
食
品
の
な
ど
影
響
を
受
け
や
す
い
人
が
、
こ

よ
う
に
国
が
安
全
性
や
有
効
性
を
審
う
し
た
健
康
食
品
を
利
用
す
る
こ
と

査
し
許
可
し
た
も
の
か
ら
、
全
く
検
は
、
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
で
な
く
デ
メ

証
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
、
さ
ら
に
リ
ッ
ト
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

違
法
に
医
薬
品
成
分
が
添
加
さ
れ
た
特
に
病
気
の
人
は
、
健
康
食
品
が
安

悪
質
な
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。
健
康
全
性
を
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
は
な

食
品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
「
天
い
た
め
、
医
薬
品
と
の
相
互
作
用
に

然
自
然
由
来
」
を
強
調
し
た
り
「
病
よ
っ
て
有
害
と
な
る
可
能
性
を
考
え

気
が
治
っ
た
」
な
ど
と
い
う
体
験
談
れ
ば
、
健
康
食
品
を
利
用
す
る
こ
と

が
紹
介
さ
れ
た
り
し
ま
す
が
、
天
然
は
避
け
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

自
然
成
分
で
も
有
害
物
質
は
あ
り
ま
健
康
食
品
の
利
用
で
の
注
意
事
項

す
。
体
験
談
は
本
当
の
こ
と
か
ど
う

O
販
売
者
側
の
情
報
は
、
販
売
者
に

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
特
に
外
国
産
の
都
合
の
良
い
情
報
が
ほ
と
ん
ど

健
康
食
品
に
は
、
日
本
の
法
律
の
規

O
含
有
成
分
の
名
前
だ
け
で
な
く
含

制
も
及
ば
ず
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
有
量
に
も
注
目
す
る

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
良
か
れ
と

O
健
康
食
品
で
病
気
の
治
療
効
果
は

思
い
摂
取
し
た
健
康
食
品
で
、
逆
に
期
待
で
き
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で

健
康
被
害
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
補
助
的
な
利
用
に
と
ど
め
る

す
。
病
人
や
体
質
が
合
わ
な
い
人
が

O
効
果
が
実
感
で
き
な
け
れ
ば
利
用

利

用

し

た

こ

と

で

病

状

が

悪

化

し

た

を

や

め

る

り
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
症
状
が
出

O
医
薬
品
と
の
併
用
は
特
に
注
意
し
、

た

り

す

る

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

病

人

が

利

用

す

る

と

き

は

医

療

関

ま

た

高

価

な

健

康

食

品

ほ

ど

効

果

係

者

に

相

談

す

る
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-
公
立
保
育
所
「
第
一
幼
楽
園
」
・
「
第
二
幼

-
楽
園
」
・
「
砦
保
育
園
」
を
民
曽
化
し
ま
す

平
成
問
年
度
か
ら
施
設
運
営
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
き
た
公
立
保
育
所
の
民
営
化

が
、
平
成
幻
年
ロ
月
市
議
会
の
議
決
を
経

た
こ
と
を
受
け
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

4
月
1
日
か
ら
、
第
一
幼
楽
園
を
「
社
会

福
祉
法
人
菊
豊
会
」
に
、
第
二
幼
楽
園

を
「
社
会
福
祉
法
人
た
け
の
こ
会
(
仮

称
)
」
に
、
砦
保
育
園
を
「
社
会
福
祉
法

人
加
茂
川
保
育
園
」
に
移
譲
し
、
民
営
化

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
関
係

者
、
外
部
有
識
者
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
と

の
協
議
の
場
を
設
け
、
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
層
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
と
効
率
的
な
運
営
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
と
判
断
し
、
民
営
化
す
る
も
の
で
す
。

民
営
化
に
よ
り
、
入
園
要
件
や
保
育
料
な

ど
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

←アフリカマイマイ

アリモドキゾウムシ→

今
後
は
民
間
の
経
験
や
実
績
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
向
上
な
ど
、
保
護
者

や
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
沿
っ
た
管
理

運
営
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
市
と

し
て
も
、
各
社
会
福
祉
法
人
と
の
運
営
協

定
書
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
円
滑
な
運
営

と
児
童
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
子
育
て
支
援
課

宮

0
9
6
8
(お
)
7
2
1
4

-
く
ま
も
と
グ
リ
ー
ン
農
業
宣
言
制
度

-が
始
ま
り
ま
し
た
l

「
く
ま
も
と
グ
リ
ー
ン
民
業
」
と
は

安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
生
産
・
供
給

し
、
熊
本
の
宝
で
あ
る
き
れ
い
で
豊
か
な

地
下
水
を
始
め
と
す
る
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
を
守
り
育
て
る
た
め
の
制
度
で
す
。
慣

行
農
業
に
比
べ
て
化
学
合
成
肥
料
や
化
学

合
成
農
業
を
削
減
す
る
な
ど
、
環
境
に
優

し
い
農
業
へ
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

「
く
ま
も
と
グ
リ
ー
ン
民
業
」
の
目
的

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
に
賛
同
し
て

も
ら
い
、
生
産
・
応
援
の
宣
言
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
「
く
ま
も
と
グ
リ
ー
ン
農

業
」
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
の
も
の

で
す
。「
生
産
者
は
、
く
ま
も
と
グ
リ
ー
ン
農

業
に
積
極
的
に
取
組
む
。
消
費
者
は
、
く

ま
も
と
グ
リ
ー
ン
農
業
で
生
産
さ
れ
た
農

産
物
を
買
っ
て
食
べ
る
。
企
業
は
、
く
ま

も
と
グ
リ
ー
ン
農
業
で
生
産
さ
れ
た
農
産

物
を
社
員
食
堂
で
使
う
」
な
ど
、
一
人
一

←カンキツグリ一三ング病

曜病樹

病害虫のまん延防止にご協力ください

沖縄・奄美・トカラ・小笠原には、サツマイモなどに

被害を与える害虫が、また、沖縄・徳之島・沖永良部島・

与論島ではカンキツ類に被害を与える病気が発生してい

ます。これらの病害虫のまん延を防止するために、別表

のとおり法律によって未発生地域への植物の持ち込みが

規制されています。違反すると罰せられることがありま

すのでご注意ください。

-サイマイモ加工面、熱帯果実、種子などは自由に持ち

込むことカぜできます。

-指宿市の一部はイモゾウムシなどの緊急防除区域です

ので、サツマイモなどの移動が禁止されています。

・喜界島は力ンキツグリ一二ング病菌の緊急防除区域で

すので、カンキツなどの苗木類の移動が禁止または制

限されています。

※1 サツマイモは消毒(蒸熱処理)すれば持ち込めま

すので、事前にお問い合わせください。

※2 ミ力ン属、カラタチ属、キンカン属、ゲッキツの
苗木類は検査を受ければ持ち込めますが、検査に長期

間を要しますので、事前にお問い合わせください。

問い合わせ先門司植物防疫所鹿児島支所八代出彊所

11 0965 (37) 1544 

介護予防ミニ講座

高齢者の食生活シリーズ④

しっかり食ぺて、すとやかに

~魚介類をしっかり取りましょう~

魚も肉と同じように筋肉や血液をつくるタンパク
買が豊富です。肉に比べて、タウりン(血管を強く

したり、肝臓の働きを良くする成分)、動脈硬化や
血栓を予防する不飽和脂肪酸が多く含まれていま
す。特に、自身魚より青魚に多く含まれています。
一日の目安は、一切れ (80g)です。肉と魚はど
ちらかに偏らないように、 1対1の割合で取りまし
ょう。

人
が
宣
言
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
者

だ
け
で
な
く
、
消
費
者
や
企
業
な
ど
も
含

め
た
県
民
あ
げ
て
の
運
動
と
し
て
展
開
し
、

「
く
ま
も
と
グ
リ
ー
ン
農
業
」
の
さ
ら
な

る
普
及
拡
大
を
図
り
ま
す
。

宣
冒
方
法
は
?

生
産
宣
言
や
応
援
宣
言
を
し
よ
う
と
す

る
人
は
、
区
分
に
応
じ
て
「
く
ま
も
と
グ

リ
ー
ン
農
業
宣
言
申
出
書
」
を
住
所
ま
た

は
事
務
所
が
あ
る
市
町
村
も
し
く
は
所
属

す
る
J
A
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

宣
言
を
し
た
人
に
は
、
熊
本
県
知
事
か
ら

宣
言
書
が
受
付
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
熊
本
県
ま
た
は
市
の
ホ
!
ム

ペ
1
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
熊
本
県
農
林
水
産
部
生
産
局
農
業
技
術

課
環
境
保
全
型
農
業
班

v別表

アリモドキゾウムシ
イモゾウムシ
サツマイモノメイガ
アフリカマイマイ

本土
奄美群島
トカラ列島
小笠原諸島

カンキツグリ一二ング病
ミカンキジラミ

サツマイモ(紅イモなど)※ 1
ヨウサイ(エンサイ)
アサガオ
グンパイヒルガオなどの生華葉
および地下部

カンキツ※2
ゲッキツ
ゾウノリンゴ
サルカケミカンなどの苗木類
果実および種子lま障く

土本

⑧ 

沖縄県

.料理のiftイント
-青魚の不飽和脂肪酸は量化しやすいので、できる
だけ新鮮なものを食べましよう。
-寒プリはタンパク質が多く、脂ものっており、ビ

タミンやミネラルもバランスよく含んでいます。
・サケと乳製品を組み合わせて食べると、サケに含
まれるビタミンDにより、カルシウムの吸眼率
が上がります。魚の水煮の缶詰などを上手に利用
しましょう。

生きがい推進課包括支援係

110968 (25) 7216 
問い合わせ先

宮

0
9
6
(
3
3
3
)
2
3
8
3

.
農
林
振
興
課
農
政
係

2
0
9
6
8
(お
)
7
2
2
1

-
幼
児
健
診
日
程
・
場
所
の
変
更

健
診
の
日
程
・
場
所
が
次
の
と
お
り
変

更
に
な
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
1
月
中
に

個
別
通
知
し
て
い
ま
す
。

3
歳
児
健
診

・
対
象
児
七
城
地
区
の
平
成
初
年
8
月

s
m月
生
ま
れ

・

と

き

2
月
9
日
(
木
)

午
後
1
時
叩
分
3
午
後
1
時
加
分

・
と
こ
ろ
澗
水
総
合
支
所

問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

宮

0
9
6
8
(お
)
7
2
1
9

アリモドキゾウムシ
イモゾウムシ
サツマイモノメイガ
アフリカマイマイ

カンキックリーニング病
ミカンキジラミ

サツマイモ(紅イモなど)※ 1
ヨウサイ(エンサイ)
アサガオ
グンパイヒルガオなどの生茎葉
および地下部

カンキツ※注2
ゲッキツ
ゾウノリンゴ
サルカケミカンなどの苗木類
果実および種子は除く

土

本土・沖縄県
奄美大島
トカラ列島
小笠原諸島

本
奄美群島
トカラ列島
小笠原諸島

徳之島
沖永良部島
与論島
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各総合支所の問い合わせ先

七城総合支所宮0968(25)1000

旭志総合支所包0968(37)3111

酒水総合支所宮0968(38)2112

-

「
き
く
ち
っ
子
読
書
プ
ラ
ン
菊
池
市
子
ど

-
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
(
案
)
」
へ
の
パ

-
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

「
き
く
ち
っ
子
読
書
プ
ラ
ン
菊
池
市

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
(
案
)
」

へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
(
意
見
募

集
)
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
き
く
ち
つ
子
読
書
プ
ラ
ン
菊
池
市
子

ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
と
は

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
め

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
し
た
も
の

で
、
平
成
M
年
度
か
ら

5
年
間
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

募
集
期
限

3
月
2
日
(
金
)

提
出
方
法

提
出
者
の
氏
名
、
住
所
を
必
ず
記
入
し
、

文
書
・
メ
ー
ル
・

F
A
X
で
生
涯
学
習
課

中
央
公
民
館
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

閲
覧
方
法

計
画
(
案
)
は
中
央
公
民
館
で
閲
覧
で

き
ま
す
。
内
容
は
編
集
し
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
、

メ
l
ル
で
の
意
見
提
出
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
中
央
公
民
館

8
0
9
6
8
(
2
5
)
1
6
7
2
 

F
A
X
0
9
6
8
(
2
5
)
2
9
2
9
 

メ
l
ル

ωFhwrmw-w可
O
E片
己
(
由
巳
守
・

EraEny---∞・}℃

-
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

-
被
害
を
受
け
ら
れ
た
人
ヘ

所
得
税
な
ど
の
軽
減
・
免
除
(
税
務
署
)

平
成
お
年
ロ
月
に
、
「
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨

時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
な
ど
が
施
行
さ
れ
、
所
得
税
な

ど
の
国
税
に
関
し
て
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
人
や
復
興
推
進

に
向
け
た
取
り
組
み
を
対
象
と
し
て
、
新

た
な
税
制
上
の
措
置
が
追
加
さ
れ
て
い
ま

す。
平
成
お
年

4
月
に
施
行
さ
れ
た
「
東

日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関

係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
」
で

創
設
さ
れ
た
税
制
上
の
措
置
と
合
わ
せ
て
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ

た
人
は
、
所
得
税
な
ど
の
軽
減
・
免
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
確
定
申
告
な
ど
の

手
続
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
税
金
の
還
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
人
住
民
税
の
軽
減
措
置
(
市
)

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら

れ
た
人
は
、
個
人
住
民
税
の
軽
減
措
置
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
住
宅
・
家
財
・

自
家
用
車
な
ど
に
損
害
を
受
け
た
方
が
対

象
で
す
。
軽
減
措
置
な
ど
を
受
け
る
た
め

に
は
、
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
も
し

く
は
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

国
税
庁
ホ

l
ムペ
l
ジ

Z
H七
一
¥
¥
若
者
宅
・
ロ

E-m0・
守
¥

※落札額が1千万円以上のものを掲載しています。
※その他の入札結果は、ホームページおよび総務課で閲覧で、きます。

(税込・円)

公共事業入札の公表
入札(開札)日:平成23年 12月20日

都市整備課

土木課

13 

17 

伺正和建設

ショウ・工イ側

隈府

袈裟尾

平成23年度老人福祉センター外構工
事

平成22年度第二袈裟尾橋拡幅補修工
21事

問
い
合
わ
せ
先

・
菊
池
税
務
署

8
0
9
6
8
(
お
)

・
税
務
課
市
民
税
係

2
0
9
6
8
(
お
)

2
1
2
1
 

7
2
0
6
 

-期
間
入
札
に
よ
る
公
売
を
実
施
し
ま
す

土木課

土木課

土木課

土木課

産業建設課

土木課

土木課

12 

14 

13 

15 

13 

11 

13 

ショウ・工イ欄

側エクセレン卜

工業

側八万建設

伺福田建設

伺岩根工業

。掲力ジワラ

伺緒方工業

袈裟尾

旭志弁利

西迫間

旭志尾足

玉祥寺

玉祥寺

西寺

31平成22年度松山原団地線舗装工事

41平成22年度玉祥寺団地線舗装工事

平成22年度深川北古閑線舗装工事
(2工区)

71平成22年度玉祥寺西迫閏舗装工事

81平成22年度西迫間前回線舗装工事

91平成22年度小ケ原小林線舗装工事

61平成22年度上ノ原線舗装工事

5 

Lfl豆

突き
はと
お"き宣サ

忽ス
で z平

支鋸
写書
の

2
月
1
日
(
水
)
を
調
査
日
と
し
て
、
「
平

成

M
年
経
済
セ
ン
サ
ス
'
活
動
調
査
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ー
月
中
旬
か
ら
、
調
査

員
が
各
事
業
所
を
訪
問
し
て
調
査
票
を
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
、
調
査
票
の
記
入
と

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
票
提
出
の
際
に
は
、
記
入
漏
れ
が

な
い
よ
う
に
も
う
一
度
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。
記
入
の
仕
方
な
ど
調
査
に
つ
い

て
ご
不
明
な
点
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
「
平
成
斜
年
経
済
セ
ン

サ
ス
'
活
動
調
査
」
コ

l
ル
セ
ン
タ
ー

宮

0
1
2
0
(判
)
1
0
3
4

※
通
話
料
無
料

滞
納
市
税
徴
収
の
た
め
差
し
押
さ
え

た
動
産
を
公
売
し
ま
す
。
購
入
希
望
者
は
、

ぜ
ひ
入
札
し
て
く
だ
さ
い
。

入
札
期
間

2
月
日
日
(
月
)

1
2
月
げ
日
(
金
)

午
前
9
時
i
午
後
5
時

と
こ
ろ
徴
税
課
窓
口

公
売
動
産
液
晶
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

-
製
品
名
シ
ャ
ー
プ
ア
ク
オ
ス

・
画
面
サ
イ
ズ
刀
イ
ン
チ

・

型

番

L
C
E
M
M
D
却

・

年

式

2
0
0
8年
製

問
い
合
わ
せ
先
徴
税
課

8
0
9
6
8
(
お
)
7
2
0
8

液晶カラーテレビ

-
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

-
ご
存
知
で
す
か
?

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
用
具
の
給
付
、
貸
与
や
費
用

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
お
む
ね
臼

歳
以
上
で
、
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
認
め
ら

れ
た
人
が
対
象
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ビ
ス
内
容

・
緊
急
通
報
装
置
ボ
タ
ン
一
つ
で
通
信

可
能
な
装
置
の
設
置
を
し
ま
す
。
刊
日

時
間
対
応
で
、
救
急
車
な
ど
の
要
請
も

公売動産

産業建設課

(税込・円)

盟園匪覇
防0%110 1企画同
グ |広報きくち 12012 F蜘 U町 126

15 

8 

11 

国E
理由
11，925，900 

19，876，500 

事時綜企画設計

熊本支居

偶成信建設

伺福田建設

側玄創

落札者l

酒水凹

田島・豊水

藤田

--m幽・
同
日
一

・房副

一一

.
理
加
圃
圃

肉
山
一

・・・・
t

一一マ一・・・・・

回同は

.... 一汗ι
圃・・・・

4
H川
リ

一

j四水町永

委託業務名目

平成23年度菊池市庁舎等整備基本構
想・基本計画策定業務委託

平成23年度桜山4号線側溝整備工事
11 1 
(一工区)

121平成23年度藤田赤星線道路改良工事

入札(開札)日:平成23年 12月21日

平成22年度北岸線舗装工事
101 
(二工区)

行
い
ま
す
0

・
電
磁
調
理
器

(
I
H
)
卓
上
型
で
、
火

災
が
起
き
に
く
い
電
磁
調
理
器
の
購
入

を
補
助
し
ま
す
。

・
火
災
警
報
器
火
災
警
報
器
の
購
入
を

補
助
し
ま
す
。

・
自
動
消
火
器
初
期
火
災
を
消
火
で
き

る
装
置
の
購
入
を
補
助
し
ま
す
。

・
老
人
用
電
話
固
定
電
話
の
設
置
費
用

な
ど
を
補
助
し
ま
す
。

・
住
宅
改
造
助
成
制
度
手
す
り
や
浴
槽

の
取
り
替
え
な
ど
、
自
宅
を
改
造
す
る

際
の
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。

申
請
方
法
申
請
書
や
見
積
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。
提
出
書
類
、
負
担
額
や
対
象

者
の
条
件
は
各
サ
ー
ビ
ス
で
異
な
り
ま

す
。
申
請
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

住
宅
改
造
な
ど
、
工
事
が
必
要
な
場
合

も
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。
工
事
完
了

後
や
物
品
購
入
後
の
申
請
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
生
き
が
い
推
進
課
高
齢
福
祉
係

8
0
9
6
8
(
お
)
7
2
1
5

.
各
総
合
支
所
民
生
課

緊急通報装置
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各総合支所の問い合わせ先

七城総合支所ft0968(25) 1000 

旭志総合支所ft0968(37) 3111 
酒水総合支所ft0968(38) 2112 

-
菊
池
市
奨
学
資
金
貸
付
の
申
請
を

-
受
け
付
け
ま
す4月

2
日
(
月
)

1
4
月
幻
日
(
金
)

※
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
は
、
受
付
期
間
外
で
も
受

け
付
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
学
校

教
育
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者

・
市
内
に
1
年
以
上
在
住
し
て
い
る
人
ま

た
は
市
内
に
I
年
以
上
在
住
し
て
い
る

人
の
子

・
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大

学
、
大
学
、
大
学
院
ま
た
は
各
種
専
修

学
校
に
在
学
し
て
い
る
人

・
経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
な
人

・
日
本
学
生
支
援
機
構
そ
の
他
奨
学
金
の

支
給
ま
た
は
貸
し
付
け
を
受
け
て
い
な

い
人

提
出
書
類

・
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書
(
申
請
書
は
学

校
教
育
課
お
よ
び
各
分
室
教
育
課
に
準

備
し
て
い
ま
す
)

・
住
民
票
(
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
て
い

る
も
の
)

・
世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書

(
6
月
1
日

以
降
に
税
務
課
で
取
得
し
提
出
し
て
く

だ
さ
い
)

・
在
学
証
明
書

貸
付
額
(
月
額
)

・
公
立
高
校
(
高
専
含
む
)

1
8
、
0
0
0
円

・
私
立
高
校

3
0
、
0
0
0
円

・
公
立
専
門
(
専
修
)
学
校

受
付
期
間

-
祭
孔
大
典
出
演
参
加
者
募
集
!

毎
年
秋
に
開
催
し
て
い
る
「
澗
水
秋
ま

つ
り
」
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
「
祭
孔
大

典
」
の
出
演
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

祭
孔
大
典
と
は

「
澗
水
秋
ま
つ
り
」
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
が
祭
孔
大
典
で
す
。
孔
子
の
遺
徳
を
し

の
ぶ
た
め
、
中
国
曲
車
市
に
あ
る
孔
廟
大

成
殿
で
毎
年
行
わ
れ
る
儀
式
を
孔
子
公
園

で
再
現
し
た
も
の
で
す
。

中
国
の
鮮
や
か
な
伝
統
衣
装
を
ま
と
っ
た

地
元
有
志
た
ち
が
、
中
国
古
来
の
音
楽
に

合
わ
せ
て
優
雅
な
舞
を
披
露
し
ま
す
。

募
集
内
容

市

u

，、au'LW

①
楽
生
(
中
国
古
来
の
楽
器
演
奏
)
あ
人

②
如
何
い
踊
詑
い
品
川
仇
い
ー

③
司
祭
官
、
祭
生
、
礼
生
同
人

応
募
資
格
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤

務
し
、
一
定
期
間
練
習
に
参
加
で
き
る
人
。

練
習
期
間

7
月
i
m
月

練
習
時
間
午
後
7
時
i
午
後
9
時

募
集
期
限

3
月
初
日
(
金
)

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
商
工
観
光
課

8
0
9
6
8
(
お
)
7
2
2
3

-
平
成
M
・
お
年
度
小
規
模
工
事
等
契
約

-
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
!

こ
の
制
度
は
、
菊
池
市
入
札
参
加
有
資

格
者
(
指
名
願
)
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
事
業
者
に
対
し
、
小
規
模
な
工
事
や

修
繕
な
ど
を
発
注
す
る
こ
と
に
よ
り
、
業

者
の
受
注
機
会
の
拡
大
と
活
性
化
を
促

し
、
住
民
が
要
望
す
る
ニ

l
ズ
に
対
応
で

4
4
、
0
0
0
円

・
私
立
専
門
(
専
修
)
学
校

5
3
、
0
0
0
円

・
国
公
立
(
短
期
)
大
学

4
4
、
0
0
0
円

・
私
立
(
短
期
)
大
学

5
3
、
0
0
0
円

決
定
方
法
菊
池
市
奨
学
金
奨
学
生
選
考

委
員
会

(
6
月
開
催
予
定
)
で
審
議
し
て

決
定
し
ま
す
。

返

還
・
卒
業
後
、
叩
年
以
内
で
返
還
す
る

(
無
利
子
)

・
進
学
す
る
場
合
は
、
卒
業
ま
で
返
還
を

猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(
猶
予
申

請
書
の
提
出
が
必
要
)
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

.
学
校
教
育
課

宮

0
9
6
8
(
お
)
7
2
3
0

・
各
分
室
教
育
課
(
各
総
合
支
所
内
)

-
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す

-
(
熊
本
県
司
法
書
士
会
)

2
月
8
日
(
水
)

午
前
叩
時
i
午
後
3
時

と
こ
ろ
菊
池
市
中
央
公
民
館

相
談
内
容
不
動
産
の
相
続
・
遺
言
、
そ

の
他
相
続
問
題
な
ど
に
関
す
る
こ
と
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
司
法
書
士
会
山
鹿
支
部

8
0
9
6
8
(伯
)
8
6
0
6

と

き

き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す

る
個
人
ま
た
は
法
人
で
、
市
内
に
代
表
者

の
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と
。

※
こ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

申
請
の
手
引
き
ま
た
は
ホ
l
ム
ペ

l
ジ

(
入
札
コ
ー
ナ
ー
)
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
工
事
契
約
金
額
が
叩
万
円
以
下

の
工
事
ま
た
は
修
繕
な
ど
。

申
請
書
・
申
請
の
手
引
き
の
設
置
場
所

.
総
務
課
監
理
係

・
各
総
合
支
所
総
務
振
興
課

.
菊
池
市
商
工
会

・ホ
l
ム
ペ

l
ジ
(
入
札
コ
ー
ナ
ー
)

受
付
期
間

3
月
1
日
(
木
)
1
3
月
凶
日
(
金
)

午
前
9
時
i
午
後
5
時

(
土
日
祝
日
を
除
く
)

有
効
期
限
平
成
初
年
3
月
引
日

申
請
上
の
注
意

・
入
札
参
加
資
格
者
申
請
(
指
名
願
)
を

提
出
し
て
い
る
人
(
使
用
人
含
む
)

は
、
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

・
申
請
す
る
業
種
に
関
す
る
免
許
・
資
格

を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
叩
年
以
上

の
経
験
年
数
が
必
要
で
す
。

業
種
の
例
土
工
、
解
体
、
石
積
み
、
舗

装
、
大
工
、
型
枠
、
左
官
、
建
具
、
建
築

板
金
、
塗
装
、
防
水
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
畳
、

ふ
す
ま
、
照
明
、
配
線
、
冷
暖
房
、
ガ
ス

機
器
、
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
総
務
課
監
理
係

包

0
9
6
8
(
お
)
7
1
1
1

-
納
税
相
談
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す

2
月
幻
日
(
月
)

1
3
月
2
日
(
金
)

午
後
8
時
ま
で

と
こ
ろ
徴
税
課
(
各
総
合
支
所
で
は
開

設
し
て
い
ま
せ
ん
)

問
い
合
わ
せ
先
徴
税
課

程

0
9
6
8
(
お
)
7
2
0
8

と

き

…
-
こ
こ
ろ
の
相
談

子
育
て
や
家
族
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
、

体
の
こ
と
な
ど
悩
み
を
一
人
で
抱
え
込
ん

で
い
ま
せ
ん
か
?
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
臨
床
心
理

士
(
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
)
が
相
談
を
受
け
ま

す
。
な
お
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
の
相
談
日
程
な

ど
を
伺
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

包

0
9
6
8
(
お
)
7
2
1
3

F
A
X
0
9
6
8
(
お
)
1
5
2
2

…
-
肝
炎
患
者
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す

肝
炎
患
者
や
そ
の
ご
家
族
が
互
い
に
気

軽
に
話
せ
る
場
所
を
提
供
し
、
情
報
交
換

を
と
お
し
て
、
不
安
や
悩
み
を
解
消
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
入

場
無
料
。
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

内
容
専
門
医
か
ら
肝
炎
の
最
新
治
療

の
話
、
自
由
に
情
報
交
換
す
る
「
語
ら
い

菊
池
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
登
録
大
会

ミ
ニ
バ
レ

l
で
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し

ま
し
ょ
う
!
多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と

き

2
月
お
日
(
土
)

午
後
7
時
開
会

菊
池
体
育
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

ク
ラ
ス

女
子
の
部
報
歳
以
下
、

m
i
m
J
歳
以
下

男
子
の
部
将
歳
以
下
、
日
i
m
J
歳
以
下

ω歳
以
上
(
男
女
混
合
・
女
子
の
み
可
)

参
加
資
格
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に

勤
務
し
て
い
る
人

参
加
料

1
、
5
0
0
円

(
1
チ
l
ム
)

受

付

2
月
げ
日
(
金
)

午
前
7
時
却
分
i
午
前
9
時

菊
池
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先
菊
池
市

λ
手
引
ル
勺

ボ
l
ル
菊
池
支
部
事
務
局
松
本
忍

宮

0
9
0
(
1
1
6
2
)
7
5
5
7

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
R
O
O
M

誰
に
も
話
せ
ず
に
、
心
の
中
に
閉
ま

っ
て
い
る
も
の
を
引
き
出
し
、
心
を
軽

く
し
て
楽
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と

き

毎

月

第

2
・4
金
曜
日

午
後
7
時
i
午
後
9
時

※
不
都
合
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

の
時
間
」
な
ど

と
き
・
と
こ
ろ

・
2
月
7
日
(
火
)
熊
本
大
学
医
学
部

附
属
病
院
山
崎
記
念
館

・
2
月
9
日
(
木
)
熊
本
県
八
代
地
域

振
興
局
5
階
大
会
議
室

・
2
月
叩
日
(
金
)
熊
本
県
玉
名
地
域

振
興
局
4
階
大
会
議
室

・
2
月
凶
日
(
木
)
天
草
地
域
検
診
セ

ン
タ
ー
2
階
会
議
室

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
却
分

i
午
後
4
時
※
お
住
ま
い
の
場
所
に
近

い
会
場
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
(
複
数

の
会
場
へ
の
参
加
も
可
)
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

包

0
9
6
(
3
3
3
)
2
7
8
3

-
菊
池
の
米
粉
グ
ル
メ
フ
ェ
ア

-
出
居
者
募
集

来
年
度
開
催
予
定
の
米
ー
l
グ
ラ
ン
プ

リ・
m菊
池
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
開
催
し
ま
す
。
米
粉
の
製
品
を
取
り
扱

い
、
広
く
周
知
を
図
り
た
い
事
業
所
の
人

は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と

き

3
月
M
日
(
土
)
・
お
日
(
日
)

※
菊
池
一
族
武
者
ま
つ
り
期
間
中
で
す
。

と
こ
ろ
菊
池
市
民
広
場
特
設
会
場

申
込
期
限

2
月
初
日
(
月
)

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
菊
池
市
商
工
会

8
0
9
6
8
(
お
)
1
1
3
1

と
こ
ろ
澗
水
地
域
湘
祉
セ
ン
タ
ー

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
桐
原
(
女
性
)

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電

話
は
午
後
7
時
以
降
に
お
願
い
し
ま

す。
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
イ
イ
ダ

告

0
9
0
(
6
2
9
1
)
7
2
0
9

し
せ
い

姿
斉
ボ
デ
ィ
バ
ラ
ン
ス
教
室

心
身
の
さ
ま
ざ
ま
な
不
調
和
は
姿
勢

の
歪
み
か
ら
も
き
ま
す
。
優
し
く
自
然

に
戻
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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り菊池わいふのひなまつ
(日)2月11日(土).._ 3月25日

菊池夢美術館ほか

とき

ところ

みやがわ ゆあ

宮川結愛ちゃん

(1歳⑧北原)
父:朔さん母:さやかさん

※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報

センター(菊池広域連合消防本部)宮096(232)9331に問い合わせてください。l 休日在宅当番医 [ 

清原医院(内・小)

たしろクリニック
(胃.H.5肖・内・ア・リハ)

圧嶋医院(外・胃.H) 1合志市 1096 (242) 3388 

ちとせ眼科(眼) 1菊陽町 1096 (243) 11 00 

林秀樹歯科医院 |菊池市 10968 (25) 4500 

酒水中央薬局 |菊池市 10968 (38) 6820 

l 問更 I.. ?:.~.~ .~~~~ り 06
096(340)3220 大津町

2月19日
(日)

096(248)5800 

096(233)3588 菊陽町

2月5日
(日)

なかたけ せいた

中武震汰くん

(3歳⑮桜山5)
父:)1慎ーさん母:由

いしぐち じようり

石口匠理くん

(1歳⑮富の原西)
父:和博さん母:照臣さん

あらき ここ匙

荒木心那ちゃん

(3歳⑫上住吉)
父:伸康さん母: 096 (232) 3111 菊陽町

ハッピー・パースデーに写真を掲載しませんか?

ハッピー・パースデーでは、平成24年3月までに誕生日を迎える3篇までの子どもの写真を募集しています。
対象者 平成24年3月までに誕生日を迎える3歳までの子ども
申込期限 誕生月の前月5日※5日が休日の場合は前日。
募集人数 先着24人(毎月)
申込方法 写真にコメンドを添えて、市長公室または各総合支所の広報担当まで申し込んでください(写真は桂日持参でも可)。 l 持~!..1.. ?:.~. .~~竺)ぞ20よしもと小児科(小・ア・内)

あらいクリニック
(外・消・胃・旺・呼・内)

三田胃腸科内科外科医院(胃・外・内) 1合志市 1096 (248)6161 

まつもと耳鼻咽喉科医院(耳) 1菊池市 10968 (23)6111 

あくね歯科医院 |合志市 1096 (215) 5701 

きくちハート薬局 |菊池市 10968 (23) 61 00 

096(293)2358 大津町

いけざわこどもクリニック
ωぃア)

しぱた内科クリ二ツク
(内・呼・消・ア)

城間クリニック(整・リハ) 1菊池市 10968 (25) 2506 

堀田眼科(眼) 1菊陽町 1096 (292) 3455 

金田歯科医院 |大津町 1096 (293) 1387 

2月26日
(目)

096(293)8888 

みやの小児科(小・内) I合志市

たi:Siち内科循環器科
(循・内・小・神内・呼・心内)

熊本リハビリテーション病院
(整・リハ)

斎藤産婦人科医院(産・婦) 1菊池市 10968 (24) 1177 

中村歯科医院 |菊池市 10968 (37) 2300 

武蔵しもむら医院(小・内・ア) 1菊陽町 1096 (339) 7561 

東熊本第二病院(内) 1菊陽町 1096 (232) 3939 

岩倉整形外科医院
(整・形成・リハ・麻)

黒川産婦人科医院(産・婦) 1菊池市

2月11日
(祝)

0968 (25) 1071 

大津町

グ |広報きくち 12012 F脚 U町 130

まつもとこどもクリニック(小・ア) 1合志市 1096 (338) 8960 

宮原内科皮7科医院(内・皮) 1菊陽町 1096 (232) 8383 

後藤整形外科医院(整) 1菊池市 10968 (25) 2906 

岩上眼科(眼) 1大津町 1096 (293) 2053 

わたなべ歯科医院 |合志市 1096 (215) 5701 

3月4日
(日)

096(242)6633 

096(293)2050 

合志市

大津町
2月12日
(日)

-
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域
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人
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見
守
る
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援
者
、
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知
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ポ

l
タ

ー
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と
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日
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)
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時
1
午
後
3
時
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と
こ
ろ
菊
池
市
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会
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※
講
座
修
了
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認
知
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父

%たち依ee
えとう みう

衛藤美海ちゃん

(2歳⑮朝日団地)
父:国晃さん母:弘美

ぱ
あ
ぱ

大
好
き
O

一・

恒
唱
圃
叫
国
.
，

.

.
 

音
楽
と
読
書
げ

・

Mm-ョ
・

け
ん
介
つ
早
い
肘
ど

大
沼
き
だ
よ
。

a日

R--『本
当
防
さ
み
じ
門
川
町

3
人
で
ヲ
ン
ス
じ
よ
う
ね

faaa'司
司

屋
の
僕
で
す
。

のぐち はやと

野口組朔くん

(2歳⑮新明団地)
父:信愛さん母:郁美さん
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